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�愛媛県規則第５７号
愛媛県漁業調整規則を次のように定める。
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愛媛県漁業調整規則

愛媛県漁業調整規則（昭和４３年愛媛県規則第２２号）の全部を改正する。
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附則

第１章 総則

（目的）

第１条 この規則は、漁業法（昭和２４年法律第２６７号。以下「法」という。）、水産資源保護法（昭和２６年法律第３１３号）その他漁業に関す

る法令と相まって、愛媛県における水産資源の保護培養及び漁業調整を図り、もって漁業生産力を発展させることを目的とする。

（県内に住所を有しない者の申請）

第２条 県内に住所（法人にあっては、主たる事務所の所在地）を有しない者は、第８条第１項又は第３３条第３項の申請書を知事に提出し

ようとする場合には、その者の住所地の都道府県の知事の意見書を添えなければならない。

（代表者の届出）

発 行 愛 媛 県
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第３条 法第５条第１項の規定による代表者の届出は、次に掲げる事項を記載した届出書を提出して行うものとする。

� 申請者の氏名及び住所（法人にあっては、その名称、代表者の氏名及び主たる事務所の所在地）

� 代表者として選定された者の氏名及び住所（法人にあっては、その名称及び主たる事務所の所在地）

第２章 漁業の許可

（知事による漁業の許可）

第４条 法第５７条第１項の農林水産省令で定める漁業のほか、次に掲げる漁業（第８号、第１５号、第１６号及び第２２号に掲げる漁業にあって

は、組合員行使権者が営む当該組合員行使権の内容たる当該漁業を除く。）を営もうとする者は、同項の規定に基づき、知事の許可を受

けなければならない。

� もじゃこ漁業 海面においてもじゃこ（全長１５センチメートル以下のぶりをいう。以下同じ。）をとることを目的とする漁業（中型

まき網漁業を除く。）

� うなぎ稚魚漁業 うなぎの稚魚（全長１３センチメートル以下のうなぎをいう。）をとることを目的とする漁業

� 機船船びき網漁業 海面において機船船びき網（沖取網を含む。）により行う漁業（瀬戸内海において総トン数５トン以上の動力漁

船を使用するものを除く。）

� ごち網漁業 海面においてごち網（第３２条第３号に掲げる漁業の方法を除く。）により行う漁業

� 小型まき網漁業 海面において総トン数５トン未満の船舶を使用して小型まき網により行う漁業（第１号に掲げるものを除く。）

� 潜水器漁業 海面において船舶を使用して潜水器（簡易潜水器を含む。）により行う漁業

� 地びき網漁業 海面において地びき網により行う漁業

� 固定式刺し網漁業 海面において固定式刺し網により行う漁業

	 流し網漁業 海面において流し網により行う漁業


 刺し網漁業 海面において刺し網（いさき及びはまち追掛網を含む。）により行う漁業（前２号に掲げるものを除く。）

� 敷網漁業 海面において敷網により行う漁業

� 袋待網漁業 海面において袋待網により行う漁業


 かご漁業 海面においてかごにより行う漁業（かにかご、いかかご、いか巣又はいか玉により燧灘（今治市と松山市との最大高潮時

海岸線における境界点、同市白石（二ツ石）及び広島県上蒲刈島黒鼻を順次結んだ直線以東の瀬戸内海のうち愛媛県海域をいう。以

下同じ。）又は伊予灘（瀬戸内海のうち燧灘を除いた愛媛県海域をいう。以下同じ。）において行うものに限る。）

� すくい網漁業 海面においてすくい網（火光を利用するものに限る。）により行う漁業（第２号に掲げるものを除く。）

� たこつぼ漁業 海面においてたこつぼにより行う漁業

� えむしこぎ漁業 海面においてえむしこぎにより行う漁業

� 空釣りこぎ漁業 海面において空釣りこぎ（空釣り縄を含む。）により行う漁業（瀬戸内海において行うものに限る。）

� はえ縄漁業 海面においてはえ縄（たい、はも、あなご又はふぐをとることを目的とするものに限る。）により行う漁業

� ほこ突き漁業 海面においてほこ突き（火光を利用するものに限る。）により行う漁業

� まき餌釣り漁業 海面においてまき餌釣りにより行う漁業（燧灘又は伊予灘において行うものに限る。）

� 船舶を使用しない潜水器漁業 海面において船舶を使用しないで潜水器（簡易潜水器を含む。）により行う漁業

� 小型定置網漁業 海面において小型定置網により行う漁業

２ 前項の許可は、法第５７条第１項の農林水産省令で定める漁業又は前項第１号若しくは第３号から第２０号までに掲げる漁業にあっては当

該漁業ごと及び船舶等ごとに、その他の漁業にあっては当該漁業ごとに受けなければならない。

（許可を受けた者の責務）

第５条 知事許可漁業について許可を受けた者は、資源管理を適切にするために必要な取組を自ら行うとともに、漁業の生産性の向上に努

めるものとする。

（起業の認可）

第６条 許可を受けようとする者であって現に船舶等を使用する権利を有しないものは、船舶等の建造又は製造に着手する前又は船舶等を

譲り受け、借り受け、その返還を受け、その他船舶等を使用する権利を取得する前に、船舶等ごとに、あらかじめ起業につき知事の認可

を受けることができる。

第７条 前条の認可（以下「起業の認可」という。）を受けた者がその起業の認可に基づいて許可を申請した場合において、申請の内容が

認可を受けた内容と同一であるときは、知事は、第９条第１項各号のいずれかに該当する場合を除き、許可をしなければならない。

２ 起業の認可を受けた者が、認可を受けた日から知事の指定した期間内に許可を申請しないときは、起業の認可は、その期間の満了の日

に、その効力を失う。

（許可又は起業の認可の申請）

第８条 許可又は起業の認可を受けようとする者は、法第５７条第１項の農林水産省令で定める漁業又は第４条第１項第１号若しくは第３号

から第２０号までに掲げる漁業にあっては当該漁業ごと及び船舶等ごとに、その他の漁業にあっては当該漁業ごとに、次に掲げる事項を記

載した申請書を知事に提出しなければならない。

� 申請者の氏名及び住所（法人にあっては、その名称、代表者の氏名及び主たる事務所の所在地）

� 知事許可漁業の種類

愛 媛 県 報令和２年１１月１３日 第１５７号
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� 操業区域、漁業時期、漁獲物の種類及び漁業根拠地

� 漁具の種類、数及び規模

� 使用する船舶の名称、漁船登録番号、総トン数並びに推進機関の種類及び馬力数

� その他参考となるべき事項

２ 知事は、前項の申請書のほか、許可又は起業の認可をするかどうかの判断に関し必要と認める書類の提出を求めることができる。

（許可又は起業の認可をしない場合）

第９条 次の各号のいずれかに該当する場合は、知事は、許可又は起業の認可をしてはならない。

� 申請者が次条第１項に規定する適格性を有する者でない場合

� その申請に係る漁業と同種の漁業の許可の不当な集中に至るおそれがある場合

２ 知事は、前項の規定により許可又は起業の認可をしないときは、海区漁業調整委員会の意見を聴いた上で、当該申請者にその理由を文

書をもって通知し、公開による意見の聴取を行わなければならない。

３ 前項の意見の聴取に際しては、当該申請者又はその代理人は、当該事案について弁明し、かつ、証拠を提出することができる。

（許可又は起業の認可についての適格性）

第１０条 許可又は起業の認可について適格性を有する者は、次の各号のいずれにも該当しない者とする。

� 漁業又は労働に関する法令を遵守せず、かつ、引き続き遵守することが見込まれない者であること。

� 暴力団員等であること。

� 法人であって、その役員又は漁業法施行令（昭和２５年政令第３０号）で定める使用人のうちに前２号のいずれかに該当する者があるも

のであること。

� 暴力団員等がその事業活動を支配する者であること。

� 許可を受けようとする船舶等が知事の定める基準を満たさないこと。

２ 知事は、前項第５号の基準を定め、又は変更しようとするときは、海区漁業調整委員会の意見を聴かなければならない。

（新規の許可又は起業の認可）

第１１条 知事は、許可（第７条第１項及び第１４条第１項の規定によるものを除く。以下この条において同じ。）又は起業の認可（第１４条第

１項の規定によるものを除く。以下この条において同じ。）をしようとするときは、当該知事許可漁業を営む者の数、当該知事許可漁業

に係る船舶等の数及びその操業の実態その他の事情を勘案して、次に掲げる事項に関する制限措置を定め、当該制限措置の内容及び許可

又は起業の認可を申請すべき期間を公示しなければならない。

� 漁業種類（知事許可漁業を水産動植物の種類、漁具の種類その他の漁業の方法により区分したものをいう。以下同じ。）

� 許可又は起業の認可をすべき船舶等の数及び船舶の総トン数又は漁業者の数

� 推進機関の馬力数

� 操業区域

� 漁業時期

� 知事許可漁業を営む者の資格

２ 前項の申請すべき期間は、１月を下らない範囲内において漁業の種類ごとに知事が定める期間とする。ただし、１月以上の申請期間を

定めて前項の規定による公示をするとすれば当該漁業の操業の時機を失し、当該漁業を営む者の経営に著しい支障を及ぼすと認められる

事情があるときは、この限りでない。

３ 知事は、第１項の規定により公示する制限措置の内容及び申請すべき期間を定めようとするときは、海区漁業調整委員会の意見を聴か

なければならない。

４ 第１項の申請すべき期間内に許可又は起業の認可を申請した者に対しては、知事は、第９条第１項各号のいずれかに該当する場合を除

き、許可又は起業の認可をしなければならない。

５ 前項の規定により許可又は起業の認可をすべき船舶等の数が第１項の規定により公示した船舶等の数を超える場合においては、前項の

規定にかかわらず、当該知事許可漁業の状況を勘案して、海区漁業調整委員会の意見を聴いた上で、許可の基準を定め、これに従って許

可又は起業の認可をする者を定めるものとする。

６ 前項の規定により許可又は起業の認可をする者を定めることができないときは、公正な方法でくじを行い、許可又は起業の認可をする

者を定めるものとする。

７ 第４項の規定により許可又は起業の認可をすべき漁業者の数が第１項の規定により公示した漁業者の数を超える場合においては、第４

項の規定にかかわらず、当該知事許可漁業の状況を勘案して、海区漁業調整委員会の意見を聴いた上で、許可の基準を定め、これに従っ

て許可又は起業の認可をする者を定めるものとする。

８ 許可又は起業の認可の申請をした者が当該申請をした後に死亡し、又は合併により解散し、若しくは分割（当該申請に係る権利及び義

務の全部を承継させるものに限る。）をしたときは、その相続人（相続人が２人以上ある場合において、その協議により当該申請をした

者の地位を承継すべき者を定めたときは、その者）、当該合併後存続する法人若しくは当該合併によって成立した法人又は当該分割によ

って当該権利及び義務の全部を承継した法人は、当該許可又は起業の認可の申請をした者の地位を承継する。

９ 前項の規定により許可又は起業の認可の申請をした者の地位を承継した者は、その事実を証する書面を添え、承継の日から２月以内に

その旨を知事に届け出なければならない。
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（公示における留意事項）

第１２条 知事は、漁獲割当ての対象となる特定水産資源の採捕を通常伴うと認められる知事許可漁業について、前条第１項の規定による公

示をするに当たっては、当該知事許可漁業において採捕すると見込まれる水産資源の総量のうちに漁獲割当ての対象となる特定水産資源

の数量の占める割合が知事が定める割合を下回ると認められる場合を除き、船舶等の数及び船舶の総トン数その他の船舶等の規模に関す

る制限措置を定めないものとする。

（許可等の条件）

第１３条 知事は、漁業調整その他公益上必要があると認めるときは、許可又は起業の認可をするに当たり、許可又は起業の認可に条件を付

けることができる。

２ 知事は、漁業調整その他公益上必要があると認めるときは、許可又は起業の認可後、海区漁業調整委員会の意見を聴いて、当該許可又

は起業の認可に条件を付けることができる。

３ 知事は、前項の規定により条件を付けようとするときは、行政手続法（平成５年法律第８８号）第１３条第１項の規定による意見陳述のた

めの手続の区分にかかわらず、聴聞を行わなければならない。

４ 第２項の規定による条件の付加に係る聴聞の期日における審理は、公開により行わなければならない。

（継続の許可又は起業の認可等）

第１４条 次の各号のいずれかに該当する場合は、その申請の内容が従前の許可又は起業の認可を受けた内容と同一であるときは、第９条第

１項各号のいずれかに該当する場合を除き、許可又は起業の認可をしなければならない。

� 許可（知事が指定する漁業に係るものに限る。第４号において同じ。）を受けた者が、その許可の有効期間の満了日の到来のため、

その許可を受けた船舶と同一の船舶について許可を申請したとき。

� 許可を受けた者が、その許可の有効期間中に、その許可を受けた船舶を当該知事許可漁業に使用することを廃止し、他の船舶につい

て許可又は起業の認可を申請したとき。

� 許可を受けた者が、その許可を受けた船舶が滅失し、又は沈没したため、滅失又は沈没の日から６月以内（その許可の有効期間中に

限る。）に他の船舶について許可又は起業の認可を申請したとき。

� 許可を受けた者から、その許可の有効期間中に、許可を受けた船舶を譲り受け、借り受け、その返還を受け、その他相続又は法人の

合併若しくは分割以外の事由により当該船舶を使用する権利を取得して当該知事許可漁業を営もうとする者が、当該船舶について許

可又は起業の認可を申請したとき。

２ 前項第１号の申請は、従前の許可の有効期間の満了日の３月前から１月前までの間にしなければならない。ただし、当該知事許可漁業

の状況を勘案して、これによることが適当でないと認められるときは、知事が定めて公示する期間内に申請をしなければならない。

（許可の有効期間）

第１５条 許可の有効期間は、次の各号に掲げる漁業の区分に応じ、それぞれ当該各号に定める期間とする。ただし、前条第１項（第１号を

除く。）の規定によって許可をした場合は、従前の許可の残存期間とする。

� 法第５７条第１項の農林水産省令で定める漁業（もじゃこをとることを目的とする中型まき網漁業を除く。）並びに第４条第１項第３

号から第５号まで、第７号から第２０号まで及び第２２号に掲げる漁業 ３年

� 法第５７条第１項の農林水産省令で定める漁業（もじゃこをとることを目的とする中型まき網漁業に限る。）並びに第４条第１項第１

号、第２号、第６号及び第２１号に掲げる漁業 １年

２ 知事は、漁業調整のため必要な限度において、海区漁業調整委員会の意見を聴いて、前項の期間より短い期間を定めることができる。

（変更の許可）

第１６条 知事許可漁業の許可又は起業の認可を受けた者が、第１１条第１項各号に掲げる事項について、同項の規定により定められた制限措

置と異なる内容により、知事許可漁業を営もうとするときは、知事の許可を受けなければならない。

２ 前項の規定により変更の許可を受けようとする者は、次に掲げる事項を記載した申請書を知事に提出しなければならない。

� 申請者の氏名及び住所（法人にあっては、その名称、代表者の氏名及び主たる事務所の所在地）

� 漁業種類

� 知事許可漁業の許可又は起業の認可の番号

� 知事許可漁業の許可又は起業の認可を受けた年月日

� 変更の内容

� 変更の理由

３ 知事は、前項の規定による申請があった場合において必要があるときは、変更の許可をするかどうかの判断に関し必要と認める書類の

提出を求めることができる。

（相続又は法人の合併若しくは分割）

第１７条 許可又は起業の認可を受けた者が死亡し、解散し、又は分割（当該許可又は起業の認可に基づく権利及び義務の全部を承継させる

ものに限る。）をしたときは、その相続人（相続人が２人以上ある場合においてその協議により知事許可漁業を営むべき者を定めたとき

は、その者）、合併後存続する法人若しくは合併によって成立した法人又は分割によって当該権利及び義務の全部を承継した法人は、当

該許可又は起業の認可を受けた者の地位を承継する。

２ 前項の規定により許可又は起業の認可を受けた者の地位を承継した者は、その事実を証する書面を添え、承継の日から２月以内にその
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旨を知事に届け出なければならない。

（許可等の失効）

第１８条 次の各号のいずれかに該当する場合は、許可又は起業の認可は、その効力を失う。

� 許可を受けた船舶を当該知事許可漁業に使用することを廃止したとき。

� 許可又は起業の認可を受けた船舶が滅失し、又は沈没したとき。

� 許可を受けた船舶を譲渡し、貸し付け、返還し、その他その船舶を使用する権利を失ったとき。

２ 許可又は起業の認可を受けた者は、前項各号のいずれかに該当することとなったときは、その日から２月以内にその旨を知事に届け出

なければならない。

３ 第１項の規定によるほか、許可を受けた者が当該許可に係る知事許可漁業を廃止したときは、当該許可は、その効力を失う。この場合

において、許可を受けた者は、当該許可に係る知事許可漁業を廃止した日から２月以内にその旨を知事に届け出なければならない。

（休業等の届出）

第１９条 許可を受けた者は、一漁業時期以上にわたって休業しようとするときは、休業期間を定め、あらかじめ知事に届け出なければなら

ない。

２ 許可を受けた者は、前項の休業中の漁業につき就業しようとするときは、その旨を知事に届け出なければならない。

（休業による許可の取消し）

第２０条 知事は、許可を受けた者がその許可を受けた日から６月間又は引き続き１年間休業したときは、海区漁業調整委員会の意見を聴い

て、その許可を取り消すことができる。

２ 許可を受けた者の責めに帰すべき事由による場合を除き、第２３条第１項の規定により許可の効力を停止された期間及び法第１１９条第１

項若しくは第２項の規定に基づく命令、法第１２０条第１項の規定による指示、同条第１１項の規定による命令、法第１２１条第１項の規定によ

る指示又は同条第４項において読み替えて準用する法第１２０条第１１項の規定による命令により知事許可漁業を禁止された期間は、前項の

期間に算入しない。

３ 第１項の規定による許可の取消しに係る聴聞の期日における審理は、公開により行わなければならない。

（資源管理の状況等の報告）

第２１条 許可を受けた者は、次の表の左欄に掲げる知事許可漁業の種類の区分に応じ、それぞれ同表の右欄に掲げる期限までに次項各号に

掲げる事項を知事に報告しなければならない。

知 事 許 可 漁 業 の 種 類 期 限

１ もじゃこをとることを目的とする中型まき網

漁業、もじゃこ漁業及びうなぎ稚魚漁業

漁業時期の終了後１週間以内

２ １の項に掲げる漁業以外の知事許可漁業 翌月の１０日まで

２ 前項の規定による報告は、次に掲げる事項について行うものとする。

� 許可を受けた者の氏名（法人にあっては、その名称）

� 許可番号

� 報告の対象となる期間

� 漁獲量その他の漁業生産の実績

� 漁業の方法、操業日数、操業区域その他の操業の状況

� 資源管理に関する取組の実施状況その他の資源管理の状況

� その他必要な事項

（適格性の喪失等による許可等の取消し等）

第２２条 知事は、許可又は起業の認可を受けた者が第９条第１項第２号又は第１０条第１項各号のいずれかに該当することとなったときは、

海区漁業調整委員会の意見を聴いて、当該許可又は起業の認可を取り消さなければならない。

２ 知事は、許可又は起業の認可を受けた者が漁業に関する法令の規定に違反したときは、海区漁業調整委員会の意見を聴いて、当該許可

又は起業の認可を変更し、取り消し、又はその効力の停止を命ずることができる。

３ 知事は、前項の規定による処分をしようとするときは、行政手続法第１３条第１項の規定による意見陳述のための手続の区分にかかわら

ず、聴聞を行わなければならない。

４ 第１項又は第２項の規定による処分に係る聴聞の期日における審理は、公開により行わなければならない。

（公益上の必要による許可等の取消し等）

第２３条 知事は、漁業調整その他公益上必要があると認めるときは、海区漁業調整委員会の意見を聴いて、許可又は起業の認可を変更し、

取り消し、又はその効力の停止を命ずることができる。

２ 前条第３項及び第４項の規定は、前項の規定による処分について準用する。

（許可証の交付）

第２４条 知事は、許可をしたときは、その者に対し次に掲げる事項を記載した許可証を交付する。
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� 許可を受けた者の氏名及び住所（法人にあっては、その名称及び主たる事務所の所在地）

� 漁業種類

� 操業区域及び漁業時期

� 使用する船舶の名称、漁船登録番号、総トン数並びに推進機関の種類及び馬力数

� 許可の有効期間

� 条件

� その他参考となるべき事項

（許可証の備付け等の義務）

第２５条 許可を受けた者は、当該許可に係る漁業を操業するときは、許可証を当該許可に係る船舶内に備え付け、又は自ら携帯し、若しく

は操業責任者（船舶の船長、船長の職務を行う者又は操業を指揮する者をいう。以下同じ。）に携帯させなければならない。

２ 前項の規定にかかわらず、許可証の書換え交付の申請その他の事由により許可証を行政庁に提出中である者が、当該許可に係る漁業を

操業するときは、知事がその記載内容が許可証の記載内容と同一であり、かつ、当該許可証を行政庁に提出中である旨を証明した許可証

の写しを、当該許可に係る船舶内に備え付け、又は自ら携帯し、若しくは操業責任者に携帯させれば足りる。

３ 前項の場合において、許可証の交付又は還付を受けた者は、遅滞なく同項に規定する許可証の写しを知事に返納しなければならない。

（許可証の譲渡等の禁止）

第２６条 許可を受けた者は、許可証又は前条第２項の規定による許可証の写しを他人に譲渡し、又は貸与してはならない。

（許可証の書換え交付の申請）

第２７条 許可を受けた者は、許可証の記載事項に変更が生じたとき（船舶の総トン数又は推進機関の馬力数の変更に係るものにあっては、

その工事が終わったとき、又は機関換装の終わったとき）は、速やかに、次に掲げる事項を記載した申請書を提出して、知事に許可証の

書換え交付を申請しなければならない。

� 申請者の氏名及び住所（法人にあっては、その名称、代表者の氏名及び主たる事務所の所在地）

� 漁業種類

� 許可を受けた年月日及び許可番号

� 書換えの内容

� 書換えを必要とする理由

（許可証の再交付の申請）

第２８条 許可を受けた者は、許可証を亡失し、又は毀損したときは、速やかに、理由を付して知事に許可証の再交付を申請しなければなら

ない。

（許可証の書換え交付及び再交付）

第２９条 知事は、次に掲げる場合には、遅滞なく、許可証を書き換えて交付し、又は再交付する。

� 第１３条第２項の規定により許可に条件を付け、又は同条第１項若しくは第２項の規定により付けた条件を変更し、若しくは取り消し

たとき。

� 第１６条第１項の許可（船舶の総トン数又は推進機関の馬力数の変更に係る許可を除く。）をしたとき。

� 第１７条第２項の規定による届出があったとき。

� 第２２条第２項又は第２３条第１項の規定により、許可を変更したとき。

� 第２７条の規定による書換え交付又は前条の規定による再交付の申請があったとき。

（許可証の返納）

第３０条 許可を受けた者は、当該許可がその効力を失い、又は取り消された場合には、速やかに、その許可証を知事に返納しなければなら

ない。前条の規定により許可証の書換え交付又は再交付を受けた場合における従前の許可証についても、同様とする。

２ 前項の場合において、許可証を返納することができないときは、理由を付してその旨を知事に届け出なければならない。

３ 許可を受けた者が死亡し、又は合併以外の事由により解散し、若しくは合併により消滅したときは、その相続人、清算人又は合併後存

続する法人若しくは合併によって成立した法人の代表者が前２項の手続をしなければならない。

（許可番号を表示しない船舶の使用禁止）

第３１条 中型まき網漁業、小型機船底びき網漁業又は瀬戸内海機船船びき網漁業の許可を受けた者は、当該許可に係る船舶の外部の両舷側

の中央部又は甲板上の両舷側の見やすい場所に様式第１号による許可番号を表示しなければ、当該船舶を当該漁業に使用してはならない。

２ 中型まき網漁業、小型機船底びき網漁業又は瀬戸内海機船船びき網漁業の許可を受けた者は、当該許可がその効力を失い、又は取り消

された場合には、速やかに、前項の規定によりした表示を消さなければならない。

第３章 水産資源の保護培養及び漁業調整に関するその他の措置

（漁業の禁止）

第３２条 何人も、次に掲げる漁業の方法により営む漁業を営んではならない。

� 沖縄式追込網（瀬戸内海において行うものを除く。）

� はもごち網

� ２そうローラーごち網
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� 磯たたき網

� 空釣りこぎ（空釣り縄によるものを含み、宇和海（西宇和郡伊方町佐田岬灯台中心点と大分県関埼灯台中心点とを結んだ直線以南の

愛媛県海域をいう。以下同じ。）において行うものに限る。）

（内水面における水産動植物の採捕の許可）

第３３条 内水面において次に掲げる漁具又は漁法によって水産動植物を採捕しようとする者は、漁具又は漁法ごとに知事の許可を受けなけ

ればならない。

� えりやな

� 袋網

� す建網

� 建干網

� 敷網

� 瀬張り網

� 刺し網（次号に掲げるものを除く。）
と

� 投網（なげ網を含む。）

	 まき網


 ひき網

� 空釣り縄

� せん


 石かま漁法（石倉漁法を含む。）
う

� 鵜飼漁法

２ 前項の規定は、次に掲げる場合には適用しない。

� 第４条第１項の規定による許可を受けた者が当該許可に基づいて採捕する場合

� 漁業権又は組合員行使権を有する者がこれらの権利に基づいて採捕する場合

� 法第１７０条第１項の遊漁規則に基づいて採捕する場合

３ 第１項の許可（以下この条において「採捕の許可」という。）を受けようとする者は、漁具又は漁法ごとに、次に掲げる事項を記載し

た申請書を知事に提出しなければならない。

� 申請者の氏名及び住所（法人にあっては、その名称、代表者の氏名及び主たる事務所の所在地）

� 採捕の種類

� 採捕する区域、期間及び水産動植物の種類

� 漁具の数及び規模

� 使用する船舶の名称、漁船登録番号、総トン数並びに推進機関の種類及び馬力数

� 採捕に従事する者の氏名及び住所

� その他参考となるべき事項

４ 次の各号のいずれかに該当する場合は、知事は、採捕の許可をしてはならない。

� 申請者が第１０条第１項第１号から第４号までのいずれかに該当する者である場合

� 漁業調整のため必要があると認める場合

５ 採捕の許可の有効期間は、３年とする。ただし、漁業調整のため必要があると認めるときは、知事は、３年を超えない範囲内で、内水

面漁場管理委員会の意見を聴いて、その期間を別に定めることができる。

６ 採捕の許可を受けた者が死亡し、解散し、又は分割（当該採捕の許可に係る事業の全部を承継させるものに限る。）をしたときは、当

該採捕の許可は、その効力を失う。

７ 知事は、採捕の許可を受けた者がその採捕の許可を受けた日から６月間又は引き続き１年間その採捕の許可に係る漁具又は漁法により

水産動植物を採捕しないときは、内水面漁場管理委員会の意見を聴いて、その採捕の許可を取り消すことができる。

８ 採捕の許可を受けた者の責めに帰すべき事由による場合を除き、第１３項において準用する第２３条第１項の規定により採捕の許可の効力

を停止された期間及び法第１２０条第１項の規定による指示若しくは同条第１１項の規定による命令により第１項各号に掲げる漁具又は漁法

による水産動植物の採捕を禁止された期間は、前項の期間に算入しない。

９ 知事は、採捕の許可をしたときは、その者に対し次に掲げる事項を記載した許可証を交付する。

� 採捕の許可を受けた者の氏名及び住所（法人にあっては、その名称及び主たる事務所の所在地）

� 採捕に従事する者の氏名及び住所

� 使用する船舶の名称及び漁船登録番号

� 採捕の許可の有効期間

� 条件

� その他参考となるべき事項

１０ 採捕の許可を受けた者は、当該採捕の許可に係る漁具又は漁法により水産動植物を採捕するときは、前項の許可証を自ら携帯し、又は
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採捕に従事する者に携帯させなければならない。

１１ 前項の規定にかかわらず、許可証の書換え交付の申請その他の事由により許可証を行政庁に提出中である者が、当該採捕の許可に係る

漁具又は漁法により水産動植物を採捕するときは、知事がその記載内容が許可証の記載内容と同一であり、かつ、当該許可証を行政庁に

提出中である旨を証明した許可証の写しを自ら携帯し、又は採捕に従事する者に携帯させれば足りる。

１２ 前項の場合において、許可証の交付又は還付を受けた者は、遅滞なく同項に規定する許可証の写しを知事に返納しなければならない。

１３ 第８条第２項、第９条第２項及び第３項、第１３条、第２０条第３項、第２２条、第２３条並びに第２６条から第３０条までの規定は、採捕の許可

について準用する。

（保護水面における採捕の禁止）

第３４条 何人も、次の表に掲げる保護水面（水産資源保護法第１８条第１項の規定により指定されたものをいう。）の区域において、水産動

植物を採捕してはならない。

保 護 水 面 の 区 域

１ 次の�から�までの点を順次結んだ線及び最大高潮時海岸線によって囲まれた水面

� 松山市二神乙３番２に管理者が建設した標柱の位置

� �から真方位 １６０度 ３００メートルの点

� �から真方位 ２４２度 １，５００メートルの点

� 松山市二神甲１５１１番地先に管理者が建設した標柱の位置

（禁止期間）

第３５条 何人も、海面において、次の表の左欄に掲げる水産動植物をそれぞれ同表の右欄に掲げる禁止期間中、採捕してはならない。ただ

し、第１種共同漁業若しくは第３種区画漁業を内容とする漁業権若しくはこれらに係る組合員行使権に基づいて種苗として採捕する場合

又はてんぐさのよりも若しくはながれもを採捕する場合は、この限りでない。

水 産 動 植 物 禁 止 期 間

てんぐさ １１月１日から翌年３月３１日まで

ほんだわら ４月１日から１０月３１日まで

ばかがい ４月１日から８月３１日まで

なまこ ４月１日から５月３１日まで

いしだい（体長９センチメートル以下のものに限

る。）

７月１日から１０月３１日まで

２ 前項の規定に違反して採捕した水産動植物又はその製品は、所持し、又は販売してはならない。

（全長等の制限）

第３６条 何人も、海面において、次の表の左欄に掲げる水産動物であって、それぞれ同表の右欄に掲げる大きさのものを採捕してはならな

い。ただし、中型まき網漁業（もじゃこをとることを目的とするものに限る。）若しくは第４条第１項第１号に掲げるもじゃこ漁業の許

可に基づいて採捕する場合又は第１種共同漁業若しくは第３種区画漁業を内容とする漁業権若しくはこれらに係る組合員行使権に基づい

て種苗として採捕する場合は、この限りでない。

水 産 動 物 大 き さ

あさり 殻長 ２センチメートル以下

さざえ 殻蓋長径 ２センチメートル以下

くるまえび 体長 ８センチメートル以下

かさご 体長 ７センチメートル以下

ぶり（もじゃこ） 全長 １５センチメートル以下

めばる 体長 ７センチメートル以下

２ 何人も、内水面において、ます（あまご（あめのうお）を含む。）の産んだ卵を採捕してはならない。

３ 前２項の規定に違反して採捕した水産動物又はその製品は、所持し、又は販売してはならない。

（漁具漁法の制限及び禁止）

第３７条 何人も、海面において、次に掲げる漁具又は漁法により水産動物を採捕してはならない。

� 発射装置を有するもり又はやす

� 水中に電流を通じて行う漁法

� あぶらいか（布切その他の吸油性のものに油を浸したものを含む。）を使用して行う漁法

� 長径１１センチメートル以上のボビンを装着したグランドロープを使用する小型機船底びき網漁法
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２ 何人も、内水面において、次に掲げる漁具又は漁法により水産動物を採捕してはならない。

� 発射装置を有するもり又はやす

� 水中に電流を通じて行う漁法

� あゆ空掛釣り

� 瀬干漁法（瀬替漁法）

第３８条 海面において、次の表の左欄に掲げる漁具又は漁法により水産動物を採捕する場合は、当該漁具又は漁法は、それぞれ同表の右欄

に掲げる範囲でなければならない。

漁 具 又 は 漁 法 範 囲

柴漬 １箇所の面積 １平方メートル以下

す建漁業及びす干漁業に使用するす すの目 １．５センチメートル以上

建干網及び張切網 網目 ３センチメートル以上

２ 内水面において、次の表の左欄に掲げる漁具により水産動物を採捕する場合は、当該漁具は、それぞれ同表の右欄に掲げる範囲でなけ

ればならない。

漁 具 範 囲

建干網及び張切網 網目 １５センチメートルにつき１０節以下

ひき網 網目 １５センチメートルにつき１０節以下

四つ手網（かじか四ツ手網及び白魚四ツ手網を除

く。）

網目 １５センチメートルにつき１６節以下

（禁止漁具の積載禁止）

第３９条 次に掲げる漁具は、小型機船底びき網漁業に使用する目的をもって船舶に積み込んではならない。

� 網口開口板

� 第３７条第１項第４号に規定する長径１１センチメートル以上のボビンを装着したグランドロープ

（禁止区域等）

第４０条 何人も、次に掲げる区域内においては、水産動植物を採捕してはならない。

� 加茂川筋

ア 西条市小松町石鎚御来光橋上流端から老之川橋下流端までの間

イ 西条市禎瑞古川橋上流端から上流６０メートルまでの間及び同橋上流端から下流１００メートルまでの間

ウ 西条市八の川八之子取水口から上流３００メートルまでの間

� 中山川筋

ア 西条市丹原町楠窪角立橋下流端から上流素鵞神社前の橋上流端までの間

イ 西条市丹原町明河保井野「ツバ山」下流端から同町明河保井野「マキワタリ」までの間

ウ 東温市滑川梅籔橋下流端から同市滑川「アカナベ」までの間

� 蒼社川筋

ア 今治市玉川町鬼原旧愛媛電力堰上流端から本流一之瀬橋下流端までの間

イ 今治市玉川町竜岡上夫婦堰上流端からスイノ淵上流端までの間

� 仁淀川筋

ア 上浮穴郡�万高原町下畑野川クモ淵下流端からコウリ堰下流端までの間
イ 上浮穴郡�万高原町蛭子堰堤上流端から和田の窪堰堤下流端までの間
� 肱川筋

ア 西予市宇和町下川歯長橋下流端より下流８５０メートルから下流３００メートルまでの間

イ 西予市宇和町皆田大井手堰堤上流端から上流５７０メートルまでの間

ウ 西予市城川町魚成江戸淵堰下流端から下流砂止堤防上流端までの間

エ 大洲市字�保７９９番地に設置された標識と同市字富士８２番地に設置された標識を結ぶ線から下流６００メートルまでの間
オ 大洲市森山字ウノワダ淵上流端から下流２３０メートルまでの間

せき せき

カ 大洲市大洲城下床止可動堰上流端から上流５０メートルまでの間及び同堰上流端から下流１００メートルまでの間

キ 喜多郡内子町大瀬東梅津橋上流端から上流５０メートルまでの間及び同橋上流端から下流２００メートルまでの間

� 広見川筋

ア 北宇和郡鬼北町大字上大野樋鼻橋下流端より下流２００メートルから同橋下流端より下流４００メートルまでの間

イ 北宇和郡鬼北町大字延川�保堰上流端から上流轟橋下流端までの間
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ウ 北宇和郡鬼北町大字川上滝谷堰上流端から上流２００メートルまでの間

エ 北宇和郡鬼北町大字清水堂の前堰下流端から下流１００メートルまでの間

オ 北宇和郡鬼北町大字上川輿野野堰上流端から上流５００メートルまでの間

カ 北宇和郡松野町大字蕨生吉野川橋梁下流端から下流３００メートルまでの間

キ 宇和島市三間町土居垣内垣内井堰上流端から上流３００メートルまでの間

� 岩松川筋

ア 宇和島市津島町高田拝高井堰上流端から上流相生橋上流端より上流１９０メートル（稲中堰跡下流端）までの間

イ 宇和島市津島町山財湯乃香橋上流端から上流柳川橋下流端までの間

第４１条 何人も、次の表の左欄に掲げる水産動物を、同表の中欄に掲げる禁止期間中、同表の右欄に掲げる禁止区域において採捕してはな

らない。

水 産 動 物 禁 止 期 間 禁 止 区 域

１ あわび（殻長１０センチメートル以下のものに限

る。）

周年 海面

２ あわび（殻長１０センチメートルを超えるものに

限る。）

１１月１日から１２月３１日まで 海面

３ はまぐり（殻長４センチメートル以下のものに

限る。）

周年 海面

４ はまぐり（殻長４センチメートルを超えるもの

に限る。）

５月１日から９月３０日まで 海面

５ いせえび（体長１５センチメートル以下のものに

限る。）

周年 海面

６ いせえび（体長１５センチメートルを超えるもの

に限る。）

６月１日から８月３１日まで 海面

７ まだい（体長９センチメートル以下のものに限

る。）

７月１日から９月３０日まで 宇和海

８ うなぎ（全長２５センチメートル以下のものに限

る。）

周年 海面及び内水面

９ あゆ � １月１日から５月３１日まで 海面

� １月１日から６月１日午前５時

まで

内水面

� １０月１５日から１１月５日まで 西条市玉之江中山川橋梁下流端から

同市氷見新兵衛橋上流端までの間の

中山川

� １０月１日から同月３１日まで
せき

松山市東垣生町垣生水源池取水用堰

下流端から下流川口橋上流端までの

間の重信川

� １０月１日から１１月３０日まで ア 大洲市春賀峠橋上流端から下流

３００メートルまでの間の肱川

イ 大洲市八多喜町祇園大橋上流端

から下流４００メートルまでの間の

肱川

１０ あまご（あめのうお）（全長１５センチメートル

を超えるものに限る。）

１０月１日から翌年１月３１日まで 内水面

１１ うぐい（いだ） ３月１０日から５月１０日まで 銅山川、仁淀川及び広見川

１２ かじか（全長２．５センチメートル以下のものに

限る。）

周年 内水面

１３ にじます（全長１５センチメートルを超えるもの

に限る。）

１０月１日から翌年１月３１日まで 内水面
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１４ ぼら（全長１０センチメートル以下のものに限

る。）

周年 内水面

１５ ます（あまご（あめのうお）を含み、全長１５セ

ンチメートル以下のものに限る。）

周年 内水面

２ 第４条第１項第２号に掲げるうなぎ稚魚漁業の許可に基づいて採捕する場合又は第１種共同漁業若しくは第３種区画漁業を内容とする

漁業権若しくはこれらに係る組合員行使権に基づいて種苗として採捕する場合は、前項の表１の項から６の項まで及び８の項の規定は適

用しない。

３ 第１項の表１の項から８の項まで、９の項�及び�並びに１０の項から１５の項までの規定に違反して採捕した水産動物又はその製品は、
所持し、又は販売してはならない。

（火船の数の制限）

第４２条 次の表の左欄に掲げる漁業につき火船を使用できる数は、１統につき、それぞれ同表の右欄の隻数の範囲内でなければならない。

知 事 許 可 漁 業 の 種 類 火 船 の 数 の 範 囲

中型まき網漁業及び小型まき網漁業 ３隻以下

敷網漁業 ５隻以下

さく

（溯河魚類の通路を遮断して行う水産動植物の採捕の制限）
さく

第４３条 溯河魚類の通路を遮断する漁具又は漁法によって水産動植物を採捕する場合には、河川流幅の５分の１以上の魚道を開通しなけれ

ばならない。

（遊漁者等の漁具漁法の制限）

第４４条 何人も、海面において次に掲げる漁具又は漁法以外の漁具又は漁法により水産動植物を採捕してはならない。
さお

� 竿釣り及び手釣り（船舶を使用して行うまき餌釣りを除く。）

� たも網及びさ手網（火光その他の照明を利用するものを除く。）
と

� 投網（船舶を使用しないものに限る。）

� やす（火光その他の照明を利用するものを除く。）及びは具

� 徒手採捕

２ 前項の規定は、次に掲げる場合には、適用しない。

� 漁業者が漁業を営む場合

� 漁業従事者が漁業者のために水産動植物の採捕に従事する場合

� 試験研究のために水産動植物を採捕する場合

３ 第１項の規定により水産動植物を採捕する場合は、正当な漁業の操業を妨げないようにしなければならない。

（有害物質の遺棄漏せつの禁止）

第４５条 水産動植物に有害な物を遺棄し、又は漏せつしてはならない。

２ 知事は、前項の規定に違反する者がある場合において、水産資源の保護培養上害があると認めるときは、その者に対して除害に必要な

設備の設置を命じ、又は既に設けた除害設備の変更を命ずることができる。

３ 前項の規定は、水質汚濁防止法（昭和４５年法律第１３８号）の適用を受ける者については、適用しない。

（漁場内の岩礁破砕等の許可）

第４６条 海面のうち漁業権の存する漁場内において岩礁を破砕し、又は土砂若しくは岩石を採取しようとする者は、知事の許可を受けなけ

ればならない。

２ 前項の規定により許可を受けようとする者は、次に掲げる事項を記載した申請書に、当該漁場に係る漁業権を有する者の同意書を添え、

知事に提出しなければならない。

� 申請者の氏名及び住所（法人にあっては、その名称、代表者の氏名及び主たる事務所の所在地）

� 目的

� 免許番号

� 区域

� 期間

� 補償の措置

� その他参考となるべき事項

３ 知事は、第１項の規定により許可をするに当たり、条件を付けることができる。

（試験研究等の適用除外）

第４７条 この規則のうち水産動植物の種類若しくは大きさ、水産動植物の採捕の期間若しくは区域又は使用する漁具若しくは漁法について

の制限又は禁止に関する規定は、試験研究、教育実習又は増養殖用の種苗（種卵を含む。）の供給（自給を含む。）（以下この条におい
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て「試験研究等」という。）のための水産動植物の採捕について知事の許可を受けた者が行う当該試験研究等については、適用しない。

２ 前項の許可を受けようとする者は、次に掲げる事項を記載した申請書を知事に提出しなければならない。

� 申請者の氏名及び住所（法人にあっては、その名称、代表者の氏名及び主たる事務所の所在地）

� 目的

� 適用除外の許可を必要とする事項

� 使用する船舶の名称、漁船登録番号、総トン数、推進機関の種類及び馬力数並びに所有者名

� 採捕しようとする水産動植物の名称及び数量（種苗（種卵を含む。）の採捕の場合は、供給先（自給の場合は、その旨）及びその数

量）

� 採捕の期間及び区域

� 使用する漁具及び漁法

� 採捕に従事する者の氏名及び住所

３ 知事は、第１項の許可をしたときは、次に掲げる事項を記載した許可証を交付する。

� 許可を受けた者の氏名及び住所（法人にあっては、その名称及び主たる事務所の所在地）

� 適用除外の事項

� 採捕する水産動植物の種類及び数量

� 採捕の期間及び区域

� 使用する漁具及び漁法

� 採捕に従事する者の氏名及び住所

� 使用する船舶の名称、漁船登録番号、総トン数並びに推進機関の種類及び馬力数

� 許可の有効期間

	 条件

４ 知事は、第１項の許可をするに当たり、条件を付けることができる。

５ 第１項の許可を受けた者は、当該許可に係る試験研究等の終了後遅滞なく、その結果を知事に報告しなければならない。

６ 第１項の許可を受けた者が許可証に記載された事項につき変更しようとする場合は、知事の許可を受けなければならない。

７ 第２項から第４項までの規定は、前項の場合に準用する。この場合において第３項中「交付する」とあるのは「書き換えて交付する」

と読み替えるものとする。

８ 第２５条の規定は、第１項又は第６項の規定により許可を受けた者について準用する。

第４章 漁業の取締り

（停泊命令等）

第４８条 知事は、漁業者その他水産動植物を採捕し、又は養殖する者が漁業に関する法令の規定又はこれらの規定に基づく処分に違反する

行為をしたと認めるとき（法第２７条及び法第３４条に規定する場合を除く。）は、法第１３１条第１項の規定に基づき、当該行為をした者が

使用する船舶について停泊港及び停泊期間を指定して停泊を命じ、又は当該行為に使用した漁具その他水産動植物の採捕若しくは養殖の

用に供される物について期間を指定してその使用の禁止若しくは陸揚げを命ずることができる。

２ 知事は、前項の規定による処分（法第２５条第１項の規定に違反する行為に係るものを除く。）をしようとするときは、行政手続法第１３

条第１項の規定による意見陳述のための手続の区分にかかわらず、聴聞を行わなければならない。

３ 第１項の規定による処分に係る聴聞の期日における審理は、公開により行わなければならない。

（操業責任者の乗組み禁止命令）

第４９条 知事は、第４条第１項の許可を受けた者が漁業に関する法令の規定又はこれらの規定に基づく処分に違反する行為をしたと認める

ときは、当該行為をした者が使用する船舶の操業責任者に対し、当該違反に係る漁業に使用する船舶への乗組みを制限し、又は禁止する

ことができる。

２ 前条第２項及び第３項の規定は、前項の場合について準用する。

（衛星船位測定送信機の備付け命令等）

第５０条 知事は、国際的な枠組みにおいて決定された措置の履行その他漁業調整のため特に必要があると認めるときは、第４条第１項の許

可を受けた者に対し、衛星船位測定送信機（人工衛星を利用して船舶の位置の測定及び送信を行う機器であって、次の各号に掲げる基準

に適合するものをいう。）を当該許可を受けた船舶に備え付け、かつ、操業し、又は航行する期間中は当該機器を常時作動させることを

命ずることができる。

� 当該許可を受けた船舶の位置を自動的に測定及び記録できるものであること。

� 次に掲げる情報を自動的に送信できるものであること。

ア 当該船舶を特定することができる情報

イ 当該船舶の位置を示す情報並びに当該位置における日付及び時刻

� 前号に掲げる情報の改変を防止するための措置が講じられているものであること。

（停船命令）

第５１条 漁業監督吏員は、法第１２８条第３項の規定による検査又は質問をするため必要があるときは、操船又は漁ろうを指揮監督する者に
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対し、停船を命ずることができる。

２ 前項の規定による停船命令は、法第１２８条第３項の規定による検査又は質問をする旨を告げ、又は表示し、かつ、国際海事機関が採択

した国際信号書に規定する次に掲げる信号その他の適切な手段により行うものとする。

� 様式第２号による信号旗Ｌを掲げること。

� サイレン、汽笛その他の音響信号によりＬの信号（短音１回、長音１回、短音２回）を約７秒の間隔を置いて連続して行うこと。

� 投光器によりＬの信号（短光１回、長光１回、短光２回）を約７秒の間隔を置いて連続して行うこと。

３ 前項において、「長音」又は「長光」とは、約３秒間継続する吹鳴又は投光をいい、「短音」又は「短光」とは、約１秒間継続する吹

鳴又は投光をいう。

第５章 雑則

（漁場又は漁具の標識の設置に係る届出）

第５２条 法第１２２条の規定により、漁場の標識の建設又は漁具の標識の設置を命じられた者は、遅滞なく、その命じられた方法により当該

標識を建設し、又は設置し、その旨を知事に届け出なければならない。

（標識の書換え又は再設置等）

第５３条 前条の標識の記載事項に変更を生じ、若しくは当該標識に記載した文字が明らかでなくなったとき、又は当該標識を亡失し、若し

くは毀損したときは、遅滞なくこれを書き換え、又は新たに建設し、若しくは設置しなければならない。

（定置漁業等の漁具の標識）

第５４条 定置漁業その他知事が必要と認めて別に定める漁業を営む者は、漁具の敷設中、昼間にあっては様式第３号による漁具の標識を当

該漁具の見やすい場所に水面上１．５メートル以上の高さに設置し、夜間にあっては電灯その他の照明による漁具の標識を当該漁具に設置

しなければならない。

２ 知事は、前項の漁業を定めたときは、公示する。

（流し網漁業の漁具の標識）

第５５条 流し網漁業に従事する操業責任者は、その操業中、浮子綱の両端及び中央に、水面上１．５メートル以上の高さのボンデンを付けな

ければならない。この場合、夜間においては、当該ボンデンに電灯その他の照明を掲げなければならない。

２ 前項の漁具の標識には、当該漁業を営む者の氏名及び住所（法人にあっては、その名称及び主たる事務所の所在地）を記載しなければ

ならない。

（内水面漁場管理委員会）

第５６条 内水面漁場管理委員会は、内水面における水産動植物の採捕、養殖及び増殖に関する事項を処理する。

２ この規則の規定による海区漁業調整委員会の権限は、内水面における漁業に関しては、内水面漁場管理委員会が行う。

（添付書類の省略）

第５７条 この規則の規定により同時に２以上の申請書その他の書類を提出する場合において、各申請書その他の書類に添付すべき書類の内

容が同一であるときは、一の申請書その他の書類にこれを添付し、他の申請書その他の書類にはその旨を記載して、一の申請書その他の

書類に添付した書類の添付を省略することができる。

２ 前項に規定する場合のほか、知事は、特に必要がないと認めるときは、この規則の規定により申請書その他の書類に添付することとさ

れている書類の添付を省略させることができる。

（書類の経由）

第５８条 この規則の規定により知事に提出する申請書、届出書又は報告書は、県内に住所（法人にあっては、主たる事務所の所在地）を有

する者にあってはその住所地を管轄する地方局長を経由し、県内に住所（法人にあっては、主たる事務所の所在地）を有しない者にあっ

ては直接提出しなければならない。

第６章 罰則

第５９条 次の各号のいずれかに該当する者は、６月以下の懲役若しくは１０万円以下の罰金に処し、又はこれを併科する。

� 第３３条第１項、第３４条から第４０条まで、第４１条第１項若しくは第３項、第４２条、第４３条、第４５条第１項又は第４６条第１項の規定に違

反した者

� 第３３条第１３項において準用する第１３条第１項若しくは第２項又は第４６条第３項の規定により付けた条件に違反した者

� 第２３条第１項（第３３条第１３項において準用する場合を含む。）、第３３条第１３項において準用する第２２条第２項、第４５条第２項又は第

４９条第１項の規定に基づく命令に違反した者

２ 前項の場合においては、犯人が所有し、又は所持する漁獲物、その製品、漁船又は漁具その他水産動植物の採捕の用に供される物は、

没収することができる。ただし、犯人が所有していたこれらの物件の全部又は一部を没収することができないときは、その価額を追徴す

ることができる。

第６０条 第２５条第１項（第４７条第８項において準用する場合を含む。）、第３１条、第３３条第１０項又は第４４条第１項の規定に違反した者は、

科料に処する。

第６１条 法人の代表者又は法人若しくは人の代理人、使用人その他の従業者が、その法人又は人の業務又は財産に関して、第５９条第１項又

は前条の違反行為をしたときは、行為者を罰するほか、その法人又は人に対し、各本条の罰金刑又は科料刑を科する。

第６２条 第１７条第２項、第１９条第２項若しくは第２５条第３項（第４７条第８項において準用する場合を含む。）の規定、第２６条から第２８条ま
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で、第３０条第１項若しくは第２項（これらの規定を第３３条第１３項において準用する場合を含む。）の規定、第３３条第１２項の規定又は第４７

条第５項の規定に違反した者は、５万円以下の過料に処する。

附 則

（施行期日）

１ この規則は、令和２年１２月１日から施行する。

（愛媛県内水面漁業調整規則の廃止）

２ 愛媛県内水面漁業調整規則（昭和４２年愛媛県規則第２９号）は、廃止する。

（経過措置）

３ この規則による改正前の愛媛県漁業調整規則（以下「旧規則」という。）第３９条及び第４４条第１項の規定は、漁業法等の一部を改正す

る等の法律（平成３０年法律第９５号。以下「改正法」という。）附則第８条第１項の規定により受けたものとみなされる中型まき網漁業、

小型機船底びき網漁業、ごち網漁業、小型まき網漁業又は敷網漁業の許可については、当該許可の有効期間の満了の日までの間は、なお

その効力を有する。

４ 改正法附則第２９条の規定によりこの規則による改正後の愛媛県漁業調整規則（以下「新規則」という。）第３３条第１項の規定によって

したものとみなされる附則第２項の規定による廃止前の愛媛県内水面漁業調整規則（以下「旧内水面規則」という。）第６条第１項の規

定によってした許可については、当該許可の有効期間の満了の日までの間は、旧内水面規則第１３条の規定は、なおその効力を有する。

５ 改正法附則第２９条の規定により新規則第４７条第１項の規定によってしたものとみなされる旧規則第４８条第１項及び旧内水面規則第３２条

第１項の規定によってした許可については、当該許可の有効期間の満了の日までの間は、旧規則第４８条第６項及び旧内水面規則第３２条第

６項の規定は、なおその効力を有する。

６ この規則の施行の日前にした行為及びこの附則の規定によりなおその効力を有することとされる場合における同日以後にした行為に対

する罰則の適用については、なお従前の例による。
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様式第１号（第３１条関係）
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様式第２号（第５１条関係）
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様式第３号（第５４条関係）
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告 示

��������������

�愛媛県告示第１２０６号
次の病院は、救急病院等を定める省令（昭和３９年厚生省令第８号）

第１条第１項の規定による救急病院である。

令和２年１１月１３日

愛媛県知事 中 村 時 広

�������
�愛媛県告示第１２０７号
次の地籍調査の結果は、国土調査法（昭和２６年法律第１８０号）第

１９条第２項の規定に基づき国土調査の成果として認証したから、同

条第４項の規定に基づき次のとおり公告する。

令和２年１１月１３日

愛媛県知事 中 村 時 広

１ 地籍調査の実施者、地域、調査期間及び成果の名称

実施者 地 域 調 査 期 間 成果の名称

松山市 上総地区 平成２８年度から
令和元年度まで

松山市（上総地
区）の地籍図及び
地籍簿

松山市 水口地区 平成２８年度から
令和元年度まで

松山市（水口地
区）の地籍図及び
地籍簿

新居浜市 船木坂ノ下、長
野の一部

平成３０年度から
令和元年度まで

新居浜市（船木坂
ノ下、長野の一
部）の地籍図及び
地籍簿

新居浜市 観音原の一部 平成３０年度から
令和元年度まで

新居浜市（観音原
の一部）の地籍図
及び地籍簿

２ 認証年月日

令和２年１１月１３日

�������
�愛媛県告示第１２０９号
土地改良法（昭和２４年法律第１９５号）第８７条第１項の規定により、

今治市菊間町地域に係る県営土地改良事業計画を定めたので、同条

第５項の規定により、次のとおり当該土地改良事業計画書の写しを

縦覧に供する。

令和２年１１月１３日

愛媛県知事 中 村 時 広

１ 縦覧に供すべき書類の名称

県営土地改良事業（ため池等整備事業・亀岡地区）計画書の写

し

２ 縦覧期間

令和２年１１月１６日から１２月１４日まで

３ 縦覧場所

今治市役所農業土木課及び菊間支所住民サービス課

�������
�愛媛県告示第１２１０号
保安林の指定施業要件を変更する件（令和２年４月農林水産省告

示第８７６号）に係る通知の相手方又はその所在が不分明であるので、

森林法（昭和２６年法律第２４９号）第１８９条の規定により、その通知の

内容を西予市役所の掲示場に掲示するとともに、次のとおりその要

旨を告示する。

令和２年１１月１３日

愛媛県知事 中 村 時 広

１ 指定施業要件の変更に係る保安林の所在場所及び不分明又は所

在が不分明である通知の相手方

�愛媛県告示第１２０８号
卸売市場法（昭和４６年法律第３５号）第１３条第１項の規定により、次のとおり地方卸売市場として認定した。

令和２年１１月１３日

愛媛県知事 中 村 時 広

名 称 所 在 地 開 設 者 名 認 定 の
有効期限

加戸病院 喜多郡内子町内子７７１番
地

特定医療法人弘
友会

令和５年
１１月１０日
まで

認定年月日
開 設 者 地 方 卸 売 市 場

名 称 住 所 名 称 位 置 取扱品目

令和２年７月３０日 協同組合愛媛青果食品流通
センター 西条市船屋乙１１０番地１ 地方卸売市場愛媛青果 西条市船屋乙１１０番地１ 青 果 物

花 き

保安林の所在場所 不分明又は所在が不分明であ
る通知の相手方 備 考

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡宇和町大字伊延６の
８３番地
伊 藤 ナ ミ

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡黒瀬川村大字野井川
５１番戸
井 上 ツ ル

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡黒瀬川村大字遊子谷
９番耕地１５９番地
井 上 宇太一

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

西予市城川町遊子谷９番耕地
２２８番地
井 上 義 晴

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

西予市城川町野井川２番耕地
１７２番地１
井 上 義 文

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡遊子川村大字野井川
４番耕地１８・１９番地合併地
井 上 幸

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

西予市野村町釜川３番耕地１８
７番地
井 上 昌 男

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡惣川村８番戸

井 上 竹 光
森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡黒瀬川村大字遊子谷
７番耕地１６３番地１
井 上 �太郎

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡惣川村１３番耕地４２８
番地
磯 野 シ マ

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

西予市城川町野井川１４０５番地

一丁田 喜 武
森林所有者
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西予市（次の図に示す部
分に限る）

西予市城川町野井川１４０２番地

一丁田 好 美
森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡黒瀬川村大字遊子谷
９番耕地２２４番地
稲 垣 勝 信

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡遊子川村大字遊子谷
９番耕地２６３番地
稲 垣 智 子

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡遊子川村大字遊子谷
９番耕地２６３番地
稲 垣 米 藏

抵当権者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

大阪府茨木市一丁目１６番８号

稲 川 喜 義
森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

西予市城川町野井川２６２９番地

稲 田 タケ子
森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

西予市野村町野村１１号３７５番
地
稲 田 義 幸

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

西予市城川町野井川２６２９番地

稲 田 勝 信
森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡黒瀬川村大字遊子谷
１２８番戸
稲 田 柳 吾

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

福岡市博多区三王一丁目１４番
４－４０６号
稲 田 利 光

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

西予市城川町野井川１２５番戸

稲 田 利 市
森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡黒瀬川村大字遊子谷
１２８番戸
稲 田 力 藏

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

香川県善通寺市稲木町１０１６番
地ブライトプラッツＢ－２０１
稲 葉 護

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

西予市野村町河西１０８８番地

宇都宮 茂 三
森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

西予市城川町野井川６４８番地

宇和城 嘉 �
森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

奈良県大和郡山市小泉町３１４１
番地の４４
浦 田 達 �

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

松山市美沢二丁目７番６号

浦 部 公 夫
森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

北宇和郡三間町大字宮野下１１
６番地４
浦 部 勝 二

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡黒瀬川村大字野井川
４１番戸
浦 部 長太郎

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡黒瀬川村大字野井川
９番耕地２３番地
永 山 佐 七

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

西予市城川町野井川９番耕地
２３番地
永 山 末 男

抵当権者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡横林村大字予子林７３
９番地
横 田 音 治

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡横林村大字予子林７
番耕地７１２番地
横 田 優 壽

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡横林村大字予子林２７
３番戸
横 田 彌 平

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

西予市城川町遊子谷７番耕地
１８２番地
岡 キナ子

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る））

東宇和郡黒瀬川村大字遊子谷
１３４番戸
岡 亀太郎

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

西予市城川町遊子谷７番耕地
１８２番地
岡 賢 市

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

西予市城川町遊子谷７番耕地
１８２番地
岡 詔 子

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡横林村大字予子林２８
３番地
岡 田 喜 市

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡黒瀬川村大字遊子谷
７番耕地１８２番地
岡 武 光

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡遊子川村大字遊子谷
２番耕地３９８番地
岡 本 喜�男

抵当権者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

松山市東石井町７２８番地

岡 本 信 二
森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡遊子川村大字遊子谷
１３０番戸
河 野 喜三六

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

西予市城川町遊子谷イ１３１番
戸
河 野 亀 吾

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡土居村大字嘉喜尾７
番耕地２４５番地
河 野 熊 吉

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

岐阜県各務原市前渡東町２５４３
番地
河 野 功

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡黒瀬川村大字遊子谷
７番耕地８４番地１
河 野 市太郎

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡遊子川村大字遊子谷
７番耕地８４番地
河 野 常 義

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡黒瀬川村大字遊子谷
７番耕地１９１番地
河 野 政 男

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡遊子川村大字遊子谷
７番耕地１９１番地
河 野 政 雄

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡黒瀬川村大字遊子谷
１３５番戸
河 野 善 治

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡黒瀬川村大字遊子谷
７番耕地１９１番地
河 野 忠三郎

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

西予市城川町遊子谷８番耕地
７５番地３
河 野 富美子

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

宇和島市中央町二丁目５番３
号
株式会社丸之内

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

奈良縣山邊郡郡介野村大字白
石６６番屋敷
乾 タカヲ

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡遊子川村大字野井川
６番耕地１４２番地
丸 山 熊

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡遊子川村大字野井川
６番耕地１４２番地
丸 山 広之烝

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡宇和町大字下松葉乙
１番地１１
丸 山 唯 男

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡横林村大字予子林２
番耕地２０９番地
亀 田 コ マ

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

西宇和郡保内町宮内６番耕地
１９７番地
菊 池 �美子

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

西予市城川町遊子谷１１８番戸

吉 岡 チ ヱ
森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡遊子川村大字遊子谷
１１８番戸
吉 岡 ナ ツ

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

西予市城川町遊子谷５番耕地
１０２番地
吉 岡 末 廣

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

喜多郡五十崎町大字平岡甲４１
番地
吉 田 あかね

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

喜多郡五十崎町大字平岡甲４１
番地
吉 田 恭 章

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

西予市城川町野井川９０８番地

� 保 シゲミ
森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

西予市城川町野井川２番耕地
１８０番地
�保田 セ イ

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

松山市大字祝谷甲７４３番地１

�保田 栄美子
森林所有者
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西予市（次の図に示す部
分に限る）

兵庫県尼崎市東園田町三丁目
５７番地７、２０２号
�保田 英 範

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡黒瀬川村大字野井川
２７番戸
�保田 照 治

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡遊子川村大字野井川
２６番戸
�保田 平 吉

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

西予市城川町野井川９０８番地

�保 福右衛門
森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡黒瀬川村大字野井川
２８番戸
宮 下 六太郎

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

北宇和郡八幡村大字下村１番
地
宮 居 鹿 一

抵当権者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

西予市城川町遊子谷５番耕地
６５番地
居 坂 ナツヨ

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

西予市城川町遊子谷４４７４番地

居 坂 良 一
森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

西予市城川町野井川６番耕地
７４番地
玉 井 満亀夫

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

西予市城川町遊子谷３番耕地
１９１番地１の２
金 丸 為 夫

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡遊子川村大字遊子谷
３番耕地１９１番地１の２
金 丸 常 市

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

西予市城川町遊子谷３番耕地
１９１番地１の２
金 丸 爲 夫

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

西予市城川町野井川８４番戸

金 野 大 吉
森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡遊子川村大字遊子谷
１７７番戸
金 澤 儀十郎

抵当権者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡遊子川村大字野井川
４番耕地４６番地
窪 地 義 行

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

愛知県大府市大府町雨兼７８番
地
窪 地 敏 明

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡黒瀬川村大字野井川
３番耕地３３番地１
窪 田 サ ダ

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡城川町大字窪野２３番
耕地１２９番地３
桂 木 憙 圜

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

西予市野村町野村１４号２５５番
地
元屋地 寛

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

西予市城川町野井川５番耕地
１３９番地
元屋地 喜 重

抵当権者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡黒瀬川村大字野井川
５番耕地１３９番地
元屋地 敏 男

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

大阪府吹田市佐竹台一丁目５
番Ａ２９－１１０号
元屋地 和 喜

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

西予市城川町野井川３３５４番地

元 山 一 吉
森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

西予市野村町釜川３番耕地２７
４番地
五 藤 殷 範

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡遊子川村大字遊子谷
９６番戸
厚 朴 兼 治

抵当権者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

西予市城川町遊子谷４番耕地
１１５番地
厚 朴 寅 藏

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

西予市野村町野村１３号２８８番
地
高 橋 アサ子

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

西予市城川町遊子谷４番耕地
７２番地１
高 橋 定 明

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

西予市城川町野井川１３番耕地
１１番地
高 月 義 則

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡遊子川村大字野井川
４番耕地２９２番地２
高 山 ト ク

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

西予市城川町遊子谷５番耕地
３９９番地
高 田 綱 茂

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

西予市城川町遊子谷５番耕地
３９９番地
高 田 茂 明

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

八幡浜市１５２５番地１

此 上 喜 基
森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

八幡浜市１５２５番地１

此 上 攻 勇
森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

八幡浜市１５２５番地１

此 上 定 成
森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

八幡浜市１５２５番地１

此 上 眞由美
森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡黒瀬川村大字遊子谷
１番耕地２２２番地
今 井 正 市

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡黒瀬川村大字遊子谷
１番耕地２２１番地
今 井 登

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡黒瀬川村大字遊子谷
６番耕地２０３番地
今 宮 幾治郎

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡黒瀬川村大字野井川
１２６番戸
佐 川 森 義

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

香川県丸亀市川西町南５８４番
地３サンハイツ矢野３０２号
佐 川 千鶴江

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

今治市北日吉町一丁目１３番２７
号
佐 川 忠 雄

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

西予市城川町野井川１２６番戸

佐 川 天照院
森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

西予市城川町野井川１０番耕地
９２番地
佐 川 兵四郎

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

西予市城川町野井川１２２番戸

佐 川 芳三郎
森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡黒瀬川村大字遊子谷
７番耕地４７番地
細 川 佐太郎

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

喜多郡五十崎町大字古田甲１０
３１番地
細 川 昭 雄

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

松山市中村四丁目１番２４号

細 川 仁 美
森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

西予市城川町遊子谷２番耕地
１３８番地
細 川 清 �

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡黒瀬川村大字遊子谷
１２６番戸
細 川 浅太郎

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

西予市城川町遊子谷５番耕地
８５番地２
細 川 貞 直

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡遊子川村大字遊子谷
２番耕地１３７番地
細 川 武 美

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡土居村大字窪野９４番
戸
笹 岡 浦 治

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

宇和島市日振島１９０８番地教職
員住宅
三 好 賢 一

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡黒瀬川村大字野井川
１４番耕地２７３番地２
三 好 勝 馬

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

西予市城川町遊子谷４番耕地
８０番地
三 瀬 喜代一

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

西予市城川町遊子谷４番耕地
１２１番地
三 瀬 義 経

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡黒瀬川村大字遊子谷
４番耕地５５番地
三 瀬 � 義

森林所有者
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西予市（次の図に示す部
分に限る）

西予市城川町遊子谷１番耕地
４３９番地
三 瀬 金 治

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡遊子川村大字遊子谷
４番耕地８０番地
三 瀬 熊 吉

抵当権者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

西予市城川町遊子谷４番耕地
５５番地
三 瀬 虎 夫

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡黒瀬川村大字遊子谷
７番耕地１５５番地
三 瀬 作 藏

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

西予市城川町遊子谷１番耕地
３４８番地
三 瀬 道三郎

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

松山市山越二丁目１０番３０号

三 瀬 裕 之
森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

西予市城川町遊子谷９番耕地
２８６番地
三 瀬 利 雄

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡黒瀬川村大字遊子谷
３番耕地２０４番地
山 口 満 輝

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡遊子川村大字遊子谷
３番耕地２０６番地
山 口 滿 輝

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

大阪市東成区片江町一丁目２２
番地
山 崎 利 英

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡遊子川村大字遊子谷
２番耕地３０４番地
山 田 ト ヨ

抵当権者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡黒瀬川村大字遊子谷
２番耕地３０４番地
山 田 正

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

西予市城川町野井川８２４番地

山 本 トミコ
森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

西予市城川町野井川８番耕地
１１５番地
山 本 ハナ子

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡黒瀬川村大字遊子谷
７番耕地１９７番地
山 本 安 市

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

西予市城川町遊子谷１番耕地
６２番地
山 本 学

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡黒瀬川村大字遊子谷
１番耕地４２８番地
山 本 義 満

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る） 山 本 金 学 森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡遊子川村大字遊子谷
５番戸
山 本 寿 宝

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

新居浜市磯浦町１３番３２５号

山 本 成 樹
森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡黒瀬川村大字遊子谷
１番耕地１３１番地１
山 本 寅 吉

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

西予市城川町遊子谷５番戸

山 本 平 治
森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡黒瀬川村大字遊子谷
１３６番戸
山 本 弥惣治

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡遊子川村大字野井川
３０番戸
山 本 友三郎

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

西予市城川町遊子谷１番耕地
６２番地
山 本 壽

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡黒瀬川村大字野井川
８番耕地１１５番地
山 本 廣 治

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

西予市城川町野井川４番耕地
３２２番地
山 � 元三郎

抵当権者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡黒瀬川村大字野井川
４番耕地３２２番地
山 � 武

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

西予市城川町野井川４番耕地
３２２番地
山 � 良 美

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

高知県高岡郡檮原村大字四万
川乙２０６７番地
市 川 重 市

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

西予市城川町野井川２４３８番地

志 摩 義 正
森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡黒瀬川村大字野井川
９番耕地１５５番地
志 摩 清 盈

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

大阪市生野区北生野町二丁目
８８
寺 西 太平治

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡黒瀬川村大字遊子谷
８番耕地１７９番地
酒 井 喜 義

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

西予市城川町遊子谷７１３番地

酒 井 善 雄
森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡遊子川村大字遊子谷
８番耕地１７８番地
酒 井 豊

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡黒瀬川村大字遊子谷
１５８番戸
酒 井 廣 吉

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡城川町大字嘉喜尾３８
２２番地
春日神社

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡黒瀬川村大字野井川
２番耕地８３番地４
小 玉 ヱツノ

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

西予市城川町遊子谷２番耕地
１２２番地
小 川 初 治

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡黒瀬川村大字遊子谷
７番耕地１２２番地１
小 川 惣五郎

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡黒瀬川村大字遊子谷
１３１番戸
小 川 鉄太郎

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡遊子川村大字遊子谷
７番耕地４３番地
小 野 大三郎

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡遊子川村大字遊子谷
１４８番戸
小 野 寅 吉

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡黒瀬川村大字遊子谷
１番耕地１５０番地２
松 浦 一 洋

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

福岡県北九州市門司区片上町
２番２３号
松 浦 光 栄

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡宇和町大字田苗真土
９０３番地
松 浦 好 明

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡黒瀬川村大字遊子谷
１４５番戸
松 浦 藏 治

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡惣川村２９８番戸

松 根 福 治
抵当権者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡下宇和村大字比畠１７
９番戸
松 本 ミサヲ

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

北宇和郡高光村大字満間２４４
番地
松 本 円三郎

抵当権者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡黒瀬川村大字遊子谷
１番耕地３１４番地１
松 本 金 寅

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡遊子川村大字遊子谷
４番耕地７２番地１
松 本 常 義

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡城川町大字下相４番
耕地７６番地
松 本 進

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡遊子川村大字遊子谷
１番耕地１９２番地
松 本 寅 一

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡遊子川村大字遊子谷
５２番戸
上田 伊勢太郎

抵当権者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡横林村大字予子林７
番耕地５５４番地
上 田 義 明

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡黒瀬川村大字遊子谷
４番耕地３６６番地１
上 野 勝 義

森林所有者
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西予市（次の図に示す部
分に限る）

松山市土居田町３３７番地

新 地 輝 喜
森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

西予市城川町野井川４番耕地
４５番地１
新 地 登喜春

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡遊子川村大字野井川
１２番耕地１８５番地
森 岡 忠三郎

抵当権者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡遊子川村大字野井川
１０番戸
森 岡 又 治

抵当権者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

西予市城川町遊子谷４５７６番地

神 明 敏 男
森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡黒瀬川村大字遊子谷
７番耕地１８４番地
須 上 長 治

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡黒瀬川村大字遊子谷
１番耕地３１７番地
須 上 定 子

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

西予市城川町遊子谷７番耕地
１８４番地
須 上 國 治

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

西予市城川町遊子谷３１番戸

須 本 九三郎
森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡遊子川村大字野井川
３５番戸
水 口 シ マ

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡黒瀬川村大字野井川
１４番耕地１７５番地
水 口 菊 治

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

西予市城川町野井川２番耕地
１９番地
水 口 孝 一

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

西予市城川町野井川２番耕地
１６０番地１
水 口 幸

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡遊子川村大字野井川
３５番戸
水 口 鉄 治

抵当権者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡黒瀬川村大字野井川
３６番戸
水 口 茂 市

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡城川町大字嘉喜尾イ
４１番戸
水 本 休 一

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

西予市城川町野井川２１０番地

水 本 春 喜
森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡城川町大字古市４４１
番地
菅 原 忠 利

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡惣川村６番耕地４３番
地
清 家 ス ヱ

抵当権者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡横林村大字予子林７
番耕地５０５番地１
清 水 安兵衛

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

西予市城川町遊子谷２番耕地
３３１番地
清 水 政 治

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

西予市城川町遊子谷２番耕地
４３８番地２
清 水 惣 治

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

西予市城川町遊子谷４６番戸

清 水 定 治
森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

西予市城川町遊子谷４６番戸

清 水 末 光
森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

西予市城川町野井川１２７番戸

清 水 � 治
森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡黒瀬川村大字野井川
２番耕地７３番地
西 岡 義 光

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡黒瀬川村大字遊子谷
１４７番戸
西 川 コ メ

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡黒瀬川村大字野井川
８番耕地１０９番地
西 村 喜四郎

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡黒瀬川村大字野井川
８番耕地１０７番地
西 村 忠三郎

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡黒瀬川村大字遊子谷
７番耕地８３番地
西 村 定 吉

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

西予市城川町遊子谷４番耕地
３９４番地
西 村 爲 好

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

西予市城川町遊子谷１番耕地
３１５番地１
石 井 松太郎

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

西予市城川町野井川１２番耕地
７６番地
石 原 サダミ

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡遊子川村大字野井川
１２番耕地７６番地
石 原 一 三

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡遊子川村遊子谷２番
耕地４０７番地
石 船 繁

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡黒瀬川村大字遊子谷
２番耕地１９４番地１
石 船 一 男

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

西予市城川町遊子谷２番耕地
１８８番地
石 船 宇 吉

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

京都市北区等持院西町５８番地

石 船 昇
森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡遊子川村大字遊子谷
２番耕地１９４番地１
石 舩 一 男

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡遊子川村大字遊子谷
２番耕地１８８番地
石 舩 光 宏

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡遊子川村大字遊子谷
４４番戸
石 舩 繁 治

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡黒瀬川村大字野井川
１６番戸
川 野 ヒ サ

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

西予市城川町野井川１０番耕地
７８番地
川 野 剛 一

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡遊子川村大字野井川
１０番耕地７８番地
川 野 政 光

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

西予市城川町野井川１０番耕地
７８番地
川 野 浜 惠

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡黒瀬川村大字野井川
１０番耕地７８番地
川 野 濱 惠

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡黒瀬川村大字野井川
８番耕地１００番地
泉 亀 市

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡遊子川村大字野井川
８番耕地１００番地
泉 �市郎

抵当権者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

西予市城川町野井川８番耕地
１００番地
泉 幸 男

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

西予市城川町遊子谷４番耕地
４８３番地
泉 重 留

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

北宇和郡八幡村大字下村９６２
番地
増 原 米 吉

抵当権者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

西予市城川町遊子谷４番耕地
４８１番地
増 田 喜�男

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

西予市城川町遊子谷２番耕地
３８０番地
増 田 孝

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡城川町大字窪野２３番
耕地４番地
増 田 純一郎

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡城川町大字窪野２３番
耕地４番地
増 田 美代子

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡黒瀬川村大字遊子谷
２番耕地３８０番地
増 田 利 雄

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

西予市城川町遊子谷１番耕地
４４４番地１
村 上 清

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

西予市城川町野井川２番耕地
１７５番地
村 上 傳 吉

森林所有者
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西予市（次の図に示す部
分に限る）

北宇和郡津島町岩松甲８１０番
地
太 田 フミ子

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡黒瀬川村大字遊子谷
２番耕地２７６番地
駄 場 弘

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡遊子川村大字遊子谷
２番耕地２７６番地
駄 塲 光 治

抵当権者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡遊子川村大字遊子谷
２番耕地４１２番地２
大 戸 福四郎

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡黒瀬川村大字遊子谷
６番耕地１５６番地
大 崎 カ ヤ

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡黒瀬川村大字遊子谷
４番耕地４８２番地
大 崎 タケ子

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

西予市城川町遊子谷４番耕地
４８２番地
大 崎 新 市

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

西予市城川町遊子谷３９５５番地

大 崎 巖
森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡黒瀬川村大字遊子谷
１４３番戸
大 上 福太郎

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

岡山市南古都１３４番地２３０

大 政 トミ子
森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡遊子川村大字野井川
２番耕地７８番地
大 石 ツユ子

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

愛知県知多郡東浦町大字石浜
字三本松１番地１
大 石 ミサヲ

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

西予市城川町野井川２番耕地
８０番地
大 石 宇 一

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

西予市城川町野井川２番耕地
７８番地
大 石 庄三郎

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

西予市城川町遊子谷１番耕地
２４８番地２
大 石 数 夫

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡黒瀬川村大字野井川
２番耕地８３番地４
大 石 谷 登

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡遊子川村大字野井川
２番耕地８０番地
大 石 芳太郎

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡黒瀬川村大字遊子谷
１番耕地１１番地４
大 塚 佳 代

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

松山市来住町３８２番地４

大 塚 泰 之
森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡黒瀬川村大字遊子谷
１番耕地１１番地４
大 塚 徹

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡黒瀬川村大字遊子谷
１番耕地１１番地４
大 塚 展 子

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東京都小平市学園西町１６０５番
地
大 塚 惇

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡黒瀬川村大字遊子谷
１番耕地１１番地４
大 塚 平

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

西予市野村町釜川３番耕地２２
９番地
大 本 健 一

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

西予市野村町野村第１２号６３番
地
大 本 博 三

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

西予市城川町遊子谷４番耕地
３５５番地
大 野 キクヨ

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

大阪府堺市竹城台２丁１番２３
－１０４号
大 野 輝 美

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

西予市城川町遊子谷１番耕地
４３９番地
大 野 尚 繁

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東京都東大和市立野三丁目１２
９３番地１０
大 野 清 光

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡遊子川村大字遊子谷
４番耕地３６７番地
大 野 茂太郎

抵当権者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡宇和町大字東多田３
番耕地１７７番地１
大 野 茂 夫

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

西予市城川町遊子谷４番耕地
４８２番地
大 � 益 栄

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

西予市城川町遊子谷３９５５番地

大 � 新 市
森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

西予市城川町遊子谷３９５５番地

大 � 巖
森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡遊子川村大字野井川
１２番耕地１９８番地
滝 野 ヱツノ

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡黒瀬川村大字野井川
１２番耕地１９８番地
瀧 野 孝

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡遊子川村大字野井川
１２番耕地１９８番地
瀧 野 秀 六

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡遊子川村大字野井川
６１番戸
辰 己 常 治

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

大阪府堺市鳳東町弐丁２０１番
地
辰 巳 文

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

西予市城川町遊子谷４番耕地
１３６番地
谷 村 一 男

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

兵庫県加古川市尾上町安田５６
３番地
池 田 マツヱ

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

北宇和郡津島町岩松７４５番地

池 田 忠
森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

兵庫県加古川市尾上町安田５６
３番地
池 田 忠 孝

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

西予市城川町遊子谷４番耕地
３６６番地１
池 田 文 男

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡黒瀬川村大字遊子谷
１番耕地１３０番地
竹 田 繁 一

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

西予市城川町遊子谷４番耕地
１３３番地
中 井 永三郎

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡黒瀬川村大字遊子谷
４番耕地１３３番地
中 井 光 明

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

茨城県つくば市観音台１丁目
３番地１１
中 井 信

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡遊子川村大字遊子谷
９７番戸
中 井 平 八

抵当権者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

松山市小栗町５０７番地

中 原 正 廣
森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

西予市城川町遊子谷５番耕地
１０６番地
中 原 大 吉

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡遊子川村大字遊子谷
３番耕地１６７番地１
中 山 福一郎

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

西予市城川町遊子谷２３９４番地

中 山 壽
森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡黒瀬川村大字野井川
８番耕地７８番地
中 城 ヤスノ

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

西予市城川町野井川２番耕地
１７５番地
中 城 ヨ シ

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡黒瀬川村大字野井川
イ１１４番戸
中 城 駒 治

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡遊子川村大字野井川
４番耕地４６番地
中 城 周三郎

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

西予市城川町遊子谷４番耕地
７３番地
中 川 啓 夫

森林所有者
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西予市（次の図に示す部
分に限る）

西予市城川町遊子谷４５６３番地

中 川 高 利
森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

西予市城川町野井川１番耕地
１０番地２
中 川 時 光

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡遊子川村大字遊子谷
８９番戸
中 川 勝 弥

抵当権者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡遊子川村大字遊子谷
８９番戸
中 川 常 治

抵当権者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡黒瀬川村大字野井川
９番耕地６９番地３
中 川 留 治

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

西予市城川町遊子谷４５６３番地

中 川 榮満子
森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡黒瀬川村大字遊子谷
１番耕地１９１番地
中 田 初 美

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡城川町大字窪野２０番
耕地２５番地
中 田 肇

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡黒瀬川村大字遊子谷
１番耕地１９１番地
中 田 茂

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

西予市城川町遊子谷４番耕地
１２９番地
中 島 春 吉

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

北宇和郡高光村大字満間イ３７
番戸
中 平 己之吉

抵当権者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

西予市城川町遊子谷４番耕地
１１７番地
中 平 弘

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡遊子川村大字遊子谷
９２番戸
中 平 藤三郎

抵当権者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡黒瀬川村大字野井川
１０５番戸
中 野 菊 雄

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡黒瀬川村大字野井川
９番耕地９４番地
長 山 キ ヌ

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡黒瀬川村大字野井川
１２番耕地８８番地２
長 山 � 義

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

松山市高砂町一丁目５番地１

長 山 常 喜
森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

西予市城川町野井川１２番耕地
８８番地２
長 山 繁治郎

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡遊子川村大字遊子谷
２番耕地１８７番地２
津 野 宇 吉

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

西予市城川町遊子谷４番耕地
１１８番地
田 村 喜 義

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡黒瀬川村大字野井川
４８番戸
田 中 滝三郎

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡黒瀬川村大字野井川
４８番戸
田 中 瀧三郎

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

西予市城川町遊子谷２番耕地
２４８番地
田 渕 ク ラ

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

西予市城川町遊子谷２番耕地
４０７番地
田 渕 喜 市

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡黒瀬川村大字野井川
９番耕地７１番地
渡 辺 清太郎

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

西予市野村町野村１２号２２０番
地１
土 居 和 雄

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡黒瀬川村大字遊子谷
６番耕地６９番地
棟 田 安 治

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡黒瀬川村大字遊子谷
１３９番戸
棟 田 音 吉

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡黒瀬川村大字遊子谷
６番耕地６９番地
棟 田 正 市

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡黒瀬川村大字遊子谷
６番耕地１６５番地１
棟 田 定 市

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡黒瀬川村大字遊子谷
１３９番戸
棟 田 福 治

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡黒瀬川村大字遊子谷
６番耕地６５番地１
棟 田 末 市

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

栃木県宇都宮市平松本町７９３
番地１３今井ハイツＣ棟２０１号
藤 田 義 明

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡黒瀬川村大字遊子谷
１番耕地３０５番地
藤 田 熊 治

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡遊子川村大字遊子谷
１番耕地３０５番地
藤 田 健 一

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡黒瀬川村大字遊子谷
１番耕地３０９番地
藤 内 藤 吉

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

西予市野村町高瀬３６６６番地

藤 本 直 明
森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

西予市城川町遊子谷５番耕地
６８番地
橡 木 美惠子

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

西予市城川町遊子谷５番耕地
６８番地
橡 木 房 美

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡遊子川村大字遊子谷
１１４番戸
橡 木 末 勇

抵当権者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡遊子川村大字遊子谷
１１４番戸
橡 木 �太郎

抵当権者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

大阪市城東区諏訪一丁目１８番
９号
難 波 美穂子

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡黒瀬川村大字野井川
３番耕地９番地
二 宮 � 一

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡黒瀬川村大字野井川
３３番戸
二 宮 忠 吾

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡城川町大字下相２４１９
番地
二 宮 文 子

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡遊子川村大字野井川
３３番戸
二 宮 良 吉

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡遊子川村大字野井川
４番耕地２７２番地
入 江 六 助

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡遊子川村大字野井川
６７番戸
入 船 ト ヨ

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡遊子川村大字野井川
６７番戸
入 船 亀太郎

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡遊子川村大字野井川
６７番戸
入 舩 亀太郎

抵当権者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

大阪府守口市東光町一丁目２９
番地
柏 田 貞 夫

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

西予市城川町遊子谷１０番耕地
４４６番地２
白 滝 ス ガ

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡黒瀬川村大字野井川
３７番戸
八月一日 宮治

抵当権者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡黒瀬川村大字遊子谷
６番耕地１９０番地
冨 永 アサノ

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

西予市城川町野井川２５番戸

富 永 シケノ
森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡遊子川村大字野井川
２５番戸
冨 永 シケノ

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡遊子川村大字野井川
４番耕地１３３番地
冨 永 トヨノ

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡遊子川村大字野井川
４５番戸
冨 永 宇太郎

森林所有者
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西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡黒瀬川村大字野井川
２番耕地９番地
冨 永 角 治

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡黒瀬川村大字野井川
９番耕地２１番地
冨 永 亀 吉

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡黒瀬川村大字野井川
４５番戸
冨 永 亀太郎

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡黒瀬川村大字野井川
３１番戸
冨永 七五三松

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

�島縣�島市佐古町一丁目３１
８番地
冨 永 重 吉

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡黒瀬川村大字野井川
４番耕地１３３番地
冨 永 正 直

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡遊子川村大字野井川
２５番戸
富 永 多 作

抵当権者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡遊子川村大字野井川
２５番戸
冨 永 多 作

抵当権者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

喜多郡河辺村大字山鳥坂４２４
番地
冨 永 徳 光

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡黒瀬川村大字野井川
４９番戸
冨 永 峰一郎

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡黒瀬川村大字遊子谷
１３８番戸
冨 永 柳 吉

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

西予市城川町野井川２８９番地

冨 永 龍 �
森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

西予市城川町野井川１４２１番地

冨 永 良 高
森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

西予市城川町野井川２番耕地
１７８番地１
冨 永 和 子

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡黒瀬川村大字遊子谷
１番耕地２６０番地
冨 城 常三朗

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

松山市西石井町３２７番地

福 浦 敬 一
森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

兵庫県伊丹市瑞ケ丘二丁目２
番地住友電工第一応心寮
福 浦 進 一

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

西予市城川町遊子谷１６５番戸

福 島 勝 治
森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

北宇和郡八幡村大字下村１２０
番地
福 島 傳 吾

抵当権者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡城川町大字魚成３６４４
番地
兵 頭 悦 子

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

宇和島市藤江１３７１番地

兵 頭 浩
森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡宇和町大字西山田１
番耕地１４９５番地１
兵 頭 邦 �

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

山口県宇部市沼二丁目２番１８
－８号
兵 頭 勇

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

西予市城川町遊子谷２番耕地
３８５番地２
平 井 宇一郎

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡黒瀬川村大字遊子谷
２番耕地３８５番地
平 井 國 利

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

西予市城川町遊子谷２番耕地
８５番地
平 井 國 利

抵当権者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

宇和島市大浦甲４９番地１

別 宮 興 仁
森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡遊子川村大字遊子谷
２１番戸
別 宮 周三郎

抵当権者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

大阪市淀川区西宮原三丁目３
番２－２０５号
別 宮 重 威

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡遊子川村大字遊子谷
１番耕地４３６番地
別 宮 泰

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

松山市大手町一丁目７番地４

別 宮 萌
森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

大阪市都島区都島本通三丁目
１５番２４号
別 宮 有 道

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡遊子川村大字遊子谷
２１番戸
別 宮 良

抵当権者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

喜多郡内子町大字内子３０６番
戸
芳 我 弥三衛

抵当権者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡宇和町大字坂戸３番
耕地４４番地
末 光 徹 矢

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

西予市城川町遊子谷４番耕地
３５５番地
木 原 敏 勝

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡黒瀬川村大字遊子谷
２番耕地３２２番地
矢 野 寛 一

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

西予市城川町遊子谷２番耕地
３２２番地
矢 野 寛 一

抵当権者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

喜多郡長浜町大字戸�甲２３１
番地
矢 野 教 雄

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

西予市城川町遊子谷５番耕地
３８２番地
矢 野 健 一

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡黒瀬川村大字遊子谷
７番耕地５９番地
矢 野 説 藏

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡黒瀬川村大字遊子谷
７番耕地１６３番地１
矢 野 倉 治

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

西予市城川町遊子谷６番耕地
１６５番地
矢 野 彦 市

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

北宇和郡高光村大字満間甲１５
２番地
薬師寺 源次郎

抵当権者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡黒瀬川村大字遊子谷
６番耕地１５４番地
勇 増 治 郎

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

八幡浜市１５２５番地１

有限会社丸定商店
森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

高知県南国市岡豊町八幡６１７
番地
有 友 百合子

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

西予市城川町遊子谷１番耕地
２５０番地１
遊子川農業協同組合

抵当権者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

西予市城川町野井川イ４９番戸

露 口 ムマヨ
森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡黒瀬川村大字野井川
イ４９番戸
露 口 幸三郎

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡遊子川村大字野井川
イ４９番戸
露 口 定 一

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡遊子川村大字野井川
１４番耕地２０８番地
露 口 定 市

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡黒瀬川村大字野井川
イ２４番戸
壽 内 佐 市

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

西予市城川町遊子谷３０番戸

檮 川 一 郎
森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡遊子川村大字遊子谷
５番耕地１０５番地
澤 田 高 治

抵当権者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡遊子川村大字遊子谷
５番耕地１０６番地
澤 田 俊 輔

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

西予市城川町遊子谷１番耕地
４４１番地
濱 遊 正 一

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

西予市城川町遊子谷１番耕地
３７８番地
濱 遊 直 一

森林所有者

愛 媛 県 報令和２年１１月１３日 第１５７号
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２ 保安林として指定された目的
かん

水源の涵養

３ 変更後の指定施業要件

� 立木の伐採の方法

ア 主伐に係る伐採種は、定めない。

イ 主伐として伐採をすることができる立木は、当該立木の所

在する市町に係る市町村森林整備計画で定める標準伐期齢以

上のものとする。

ウ 間伐に係る森林は、次のとおりとする。

� 立木の伐採の限度並びに植栽の方法、期間及び樹種

次のとおりとする。

（「次の図」及び「次のとおり」は、省略し、その図面及び関係

書類を愛媛県庁及び西予市役所に備え置いて縦覧に供する。）

�������
�愛媛県告示第１２１１号
愛媛県漁業調整規則（昭和４３年愛媛県規則第２２号）第８条第２項

（同規則第２１条第３項において準用する場合を含む。）の規定に基

づき、瀬戸内海を操業区域とする小型機船底びき網漁業の許可又は

起業の認可を申請すべき期間を次のように定める。

令和２年１１月１３日

愛媛県知事 中 村 時 広

許可又は起業の認可を申請すべき期間

令和２年１１月１３日から２６日まで

�������
�愛媛県告示第１２１３号
測量法（昭和２４年法律第１８８号）第３９条において準用する同法第

１４条第１項の規定に基づき、中国四国農政局道前平野農地整備事業

所長から次のとおり公共測量を実施する旨の通知があった。

令和２年１１月１３日

愛媛県知事 中 村 時 広

１ 作業種類 公共測量（基準点測量）

２ 作業期間 令和２年１１月１６日から

令和３年３月１４日まで

３ 作業地域 西条市丹原町田野上方、西条市丹原町長野

�������
�愛媛県告示第１２１４号
測量法（昭和２４年法律第１８８号）第３９条において準用する同法第

１４条第１項の規定に基づき、松山地方法務局長から次のとおり公共

測量を実施する旨の通知があった。

令和２年１１月１３日

愛媛県知事 中 村 時 広

１ 作業種類 公共測量（登記所備付地図作成作業に伴う基準点

設置作業）

２ 作業期間 令和２年１１月２５日から

令和３年２月２６日まで

３ 作業地域 松山市桑原地区（松山市松末一丁目、二丁目、三

町一丁目ないし三丁目の全部）

�愛媛県告示第１２１２号
漁船損害等補償法（昭和２７年法律第２８号）第１１２条第４項及び第６項の規定により、漁船損害補償法による加入区の変更（昭和３６年２月愛

媛県告示第１５７号）の一部を次のように改正する。

令和２年１１月１３日

愛媛県知事 中 村 時 広

次の表の改正前の欄に掲げる規定を同表の改正後の欄に掲げる規定に下線で示すように改正する。

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡遊子川村大字野井川
１３番耕地２０番地
眞 柴 好 数

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡遊子川村大字野井川
１３番耕地２０番地
眞 柴 松三郎

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡遊子川村大字野井川
１８番戸
眞 柴 福 松

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡黒瀬川村大字遊子谷
４番耕地７２番地
� 橋 定 明

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

東宇和郡遊子川村大字野井川
４番耕地２９２番地２
� 山 ト ク

森林所有者

西予市（次の図に示す部
分に限る）

西予市城川町遊子谷５番耕地
１９９番地
� 田 綱 茂

森林所有者

改 正 後 改 正 前

加入区の名称 同上加入区の区域 加入区の名称 同上加入区の区域

省略 省略

西宇和郡 西宇和郡

省略

伊方

省略

〃 伊方町のうち旧伊方町の区域（た

だし、伊方町九町及び二見を除く。）

省略

伊方

有寿来

省略

〃 伊方町大浜、中之浜、湊浦、小中

浦、中浦、川永田及び豊之浦の区域

〃 伊方町、伊方越及び亀浦の区域

省略 省略
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�愛媛県告示第１２１５号
次のように瀬戸内海環境保全特別措置法（昭和４８年法律第１１０号。

以下「法」という。）第８条第１項の規定に基づく特定施設の構造

等の変更の許可の申請があった。

なお、法第８条第３項において準用する法第５条第３項に規定す

る書面は、愛媛県四国中央保健所及び四国中央市役所において告示

の日から３週間公衆の縦覧に供する。

令和２年１１月１３日

愛媛県四国中央保健所長 早 田 亮

１ 申請者の名称、住所及びその代表者の氏名

愛媛製紙株式会社

四国中央市村松町３７０番地

代表取締役 井川 和永

２ 事業場の名称及び所在地

愛媛製紙株式会社

四国中央市村松町３７０番地

３ 特定施設の種類

水質汚濁防止法施行令（昭和４６年政令第１８８号）別表第１第２３

号チ、第６３の３号、第６４の２号ロ、第７１の４号イ及びみなし指定

地域特定施設

ダイオキシン類対策特別措置法施行令（平成１１年政令第４３３号）

別表第２第１５号イ

４ 変更しようとする事項の内容

特定施設の構造及び使用の方法の変更

５ 事業場から排出される汚水等の汚染状態の通常の値及び最大の

値並びに汚水等の１日当たりの量

� �１排水口（雨水生活排水）

� �２排水口（工場排水）
変更なし

� �３６排水口（雨水生活排水）（新設）

�������
�愛媛県告示第１２１７号
土地改良法（昭和２４年法律第１９５号）第３０条第２項の規定により、

松山市伊台土地改良区の定款の変更を認可した。

令和２年１１月１３日

愛媛県中予地方局長 東 公 弘

�愛媛県告示第１２１６号
道路法（昭和２７年法律第１８０号）第１８条第１項の規定に基づき、道路の区域を次のように変更する。

その関係図面は、東予地方局建設部において告示の日から２週間一般の縦覧に供する。

令和２年１１月１３日

愛媛県知事 中 村 時 広

道路の種類 路 線 名 区 間 旧・新
別

敷 地 の
幅 員

メートル

延 長

キロメートル

備 考

県 道 落合�万線

西条市丹原町明河８号４５８番４地先 旧 ６．９～１２．７ ０．１２４

西条市丹原町明河８号４５８番４ 新 １０．０～２８．０ ０．１２４

〃 〃

西条市丹原町明河５号３０６番１地先から

同町明河５号３０４番１地先まで
旧 ６．８～２３．９ ０．０３８

西条市丹原町明河５号３０６番１から

同町明河５号３０４番１地先まで
新 ６．８～３７．４ ０．０３８

変 更 前 変 更 後

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 ５．８

最大 １９．５

通常 ３．０

最大 １６．７

汚水等の汚

染状態の値

水素イオン

濃度（水素

指数）

通常 ６．５～７．３

最大 ５．８～８．６

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常 ４０

最大 ８０

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ５０

最大 ７５

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ３

最大 ５

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 １

最大 ３

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 ２．８

最大 ２．８

備考 このほかに、雨水生活排水口が１箇所、雨水工水排水口が１箇所、雨
水排水口が３１箇所（今回１箇所新設する。）ある。

愛 媛 県 報令和２年１１月１３日 第１５７号
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公 告

�公 告

次のとおり一般競争入札に付する。

令和２年１１月１３日

愛媛県知事 中 村 時 広

１ 入札に付する事項

� 件名

透過型電子顕微鏡の購入

� 購入物品名及び数量

透過型電子顕微鏡 １式

（使用に当たり必要な運搬、搬入、設置、調整、説明等一式

を含む。）

� 購入物品の内容等

入札説明書等による。

� 納入期限

令和３年３月１６日（火）

� 納入場所

愛媛県立衛生環境研究所（愛媛県松山市三番町８丁目２３４番

地）

� 入札方法

ア 入札は、原則として愛媛県電子入札システムを利用して行

うこととするが、愛媛県電子入札システムの利用者登録を行

っていない入札参加資格者が応札する場合には、紙入札を行

うことができる。

イ 落札決定に当たっては、入札書に記載された金額に当該金

額の１０パーセントに相当する額を加算した金額（当該金額に

１円未満の端数があるときは、その端数金額を切り捨てるも

のとする。）をもって落札価格とするので、入札者は、消費

税及び地方消費税に係る課税事業者であるか免税事業者であ

るかを問わず、見積もった契約金額の１１０分の１００に相当する

金額を入札書に記載すること。

２ 入札に参加する者に必要な資格

知事の審査を受け、令和２年度から令和４年度までの製造の請

負等に係る一般競争入札に参加する資格を有すると認められた業

者で、次の事項に該当するもの

� 地方自治法施行令（昭和２２年政令第１６号）第１６７条の４の規

定に該当しない者であること。

� 納入期間中に適正かつ確実に納入できる体制が整備されてい

ることを証明した者であること。

� ４の�に掲げる提出期限の日から落札者の決定の日までの間
に、知事が行う入札参加資格停止の期間中にない者であること。

� 修理、点検、保守その他アフターサービスを長期にわたり円

滑に実施できる者であること。

� 緊急時に速やかに対応できるものであること。

３ 入札書の提出場所等

� 入札書の提出先、契約条項を示す場所、入札説明書の交付場

所及び問合せ先

愛媛県出納局会計課用品調達係

〒７９０―８５７０ 愛媛県松山市一番町四丁目４番地２

電話（０８９）９１２―２１５６

� 入札書の受領期限

令和２年１２月２４日（木）午前９時から同月２５日（金）午前９

時５９分まで

� 入札説明書の交付方法

�に掲げる場所で交付する。

�愛媛県告示第１２１８号
建設業法（昭和２４年法律第１００号）第２９条第１項第５号の規定に基づき、次のとおり建設業者の許可を取り消した。

令和２年１１月１３日

愛媛県知事 中 村 時 広

�愛媛県告示第１２１９号
道路法（昭和２７年法律第１８０号）第１８条第１項の規定に基づき、道路の区域を次のように変更する。

その関係図面は、南予地方局大洲土木事務所において告示の日から２週間一般の縦覧に供する。

令和２年１１月１３日

愛媛県知事 中 村 時 広

許 可 番 号 許 可
年月日 商 号 又 は 名 称 代表者氏名 主たる営業所の所在地 取 消

年月日
取 り 消 し た
建 設 業 の 種 類

取消しの原因
となった事実

（般－２９）第１１５７０号 平成２９年
６月２０日 ㈲谷口工業所 谷口 美和 松山市菅沢町甲１１２７－３ 令和２年

１０月１日 鋼構造物工事業 建設業の廃止

（般－２７）第１７６００号 平成２７年
１０月１５日 ㈱三福綜合不動産 中矢 孝則 松山市小坂３－３－３ 令和２年

１０月１３日 建築工事業 建設業の廃止

（般－３０）第１９５４号 平成３０年
１０月２３日 �岡建設㈱ �岡 春彦 上浮穴郡�万高原町東川

８３
令和２年
１０月１４日 解体工事業 建設業の廃止

道路の種類 路 線 名 区 間 旧・新
別

敷 地 の
幅 員

メートル

延 長

キロメートル

備 考

県 道 小田河辺大洲線
大洲市肱川町山鳥坂１０３番から

同町山鳥坂４４番まで

旧 ４．８～９．６ ０．１７３

新 ５．８～９．６ ０．１７３

愛 媛 県 報令和２年１１月１３日 第１５７号
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� 開札の日時及び場所

令和２年１２月２５日（金）午前１０時

愛媛県庁第二別館５階 入札室

４ その他

� 入札及び契約手続において使用する言語及び通貨

日本語及び日本国通貨

� 入札保証金

愛媛県会計規則（昭和４５年愛媛県規則第１８号）第１３５条から

第１３７条までの規定による。

� 入札者に要求される事項

この一般競争入札に参加を希望する者は、この公告に示した

物品を納入できることを証明する書類等を、入札説明書等に基

づき次の期限までに提出しなければならない。

なお、知事から当該書類の内容に関し説明を求められた場合

は、これに応じなければならない。

提出期限：令和２年１２月１７日（木）午後５時

� 入札の無効

２に掲げる資格を有しない者の提出した入札書及び入札者に

求められる義務を履行しなかった者の提出した入札書は、無効

とする。

� 契約書作成の要否

要

� 落札者の決定方法

この公告に示した物品を納入できると知事が判断した入札者

であって、愛媛県会計規則第１３３条の規定に基づいて作成され

た予定価格の制限の範囲内で最低価格をもって有効な入札を行

ったものを落札者とする。

� その他

ア 契約保証金

愛媛県会計規則（昭和４５年愛媛県規則第１８号）第１５２条か

ら第１５４条までの規定による。

イ 入札書の提出方法

電子入札による場合は、電子入札システムにより入札金額

及び電子くじ入力番号を入力のうえ、提出すること。

紙入札による場合は、入札書を直接または郵便（書留郵便

に限る。）により提出すること。

ウ 詳細は、入札説明書による。

５ Summary

� Nature and quantity of the product to be purchased：

Transmission electron microscope，１ set

� Time limit of tender：９：５９ a．m．，２５ December２０２０

� For further information， please contact： Supplies

Procurement Section，Accounting Division，Treasury

Bureau，Ehime Prefectural Government，４―４―２ Ichibancho，

Matsuyama，Ehime７９０―８５７０ Japan

TEL０８９―９１２―２１５６

令和２年１１月１３日 発行
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